
長久手市まち・ひと・しごと

創生総合戦略

検証結果報告書

令和元年１２月

参考資料



《目次》

１ 調査結果の概要・・・・・・・・・・・・・・・・１

 検証の方法・・・・・・・・・・・・・・・・・１

 基本目標の達成状況・・・・・・・・・・・・・２

 施策・事業の KPI の達成状況・・・・・・・・・４

２ 基本目標ごとの検証結果・・・・・・・・・・・・７

 基本目標１・・・・・・・・・・・・・・・・・７

 基本目標２・・・・・・・・・・・・・・・・・10

 基本目標３・・・・・・・・・・・・・・・・・14

 基本目標４・・・・・・・・・・・・・・・・・16

３ 施策・事業の評価検証シート・・・・・・・・・・18



１ 検証結果の概要

本市では、「まち・ひと・しごと創生法（平成 26 年法律第 136 号）」に基づき、本市の特

性にあった地方創生の実現に向けて、2015（平成 27）年度を初年度とする「長久手市まち・

ひと・しごと創生総合戦略」を、2016（平成 28）年度に策定しました。

本戦略では、基本目標に基づく 33 の施策・事業ごとに KPI（重要業績評価指標）が設定

されており、毎年度 KPI の実績値を把握し、検証機関である「長久手市まち・ひと・しご

と創生総合戦略推進会議」にて、検証を行ってきました。

2019（令和元）年度については、本戦略の最終年度であることから、４つの基本目標ご

との数値目標の達成状況も把握し、総合的に評価検証を行い、検証結果を次期総合戦略の

策定に活かしていきます。

 検証の方法

ア ４つの基本目標ごとの数値目標

達成状況について、主にアンケート調査により把握

※一部統計データについては、国が公表する数値を用いた。

イ ３３施策・事業ごとの KPI

施策・事業評価シートにより把握

⇒ア・イにより、第２期総合戦略策定における課題について考察
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 基本目標の達成状況

本総合戦略は、「一人ひとりに役割と居場所があるまちづくり」を根底に、

基本目標１ 役割・しごとづくり「誰もが活躍できる役割・しごとをつくる」

基本目標２ 子育て支援「子どもを通して家族と地域の輪が広がるまちをつくる」

基本目標３ 地域コミュニティ・地域福祉

「地域のつながりを構築し、元気に安心して暮らせるまちをつくる」

基本目標４ 観光交流「地域の魅力を活かし、賑わい・活気・交流をつくる」

の４つの基本目標が掲げられています。

４つの基本目標には、それぞれ数値目標が掲げられており、その達成状況は以下のとお

りです。

【達成度の凡例】

◎ 実績値が、目標値（R1)を上回っている

○ 実績値が、目標値（R1)には届いていないが、基準値よりは上昇している

△ 実績値が、目標値（R1)に届かず、基準値を下回っている
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表 1 基本目標ごとの数値目標の達成状況

「基本目標１」について、『地域で「たつせがある」と思う人の割合』は、実績値が基

準値より 13.3％上昇はしているが、目標値には届いていない。

「基本目標２」について、「合計特殊出生率」の実績値は、2015（平成 27）年度の国勢

調査の結果を以て、厚生労働省が 2020（令和２）年３月公表予定であるため、実績値

はない。「安心して子どもを産み、育てることができるまちだと思う人の割合」は、実

績値が基準値より 8.0％上昇はしているが、目標値には届いていない。

「基本目標３」について、「地域活動や行事にスタッフとして参加したことがある人の

割合」は、実績値が基準値より 1.3％下がっている。「健康寿命」は、男女ともに延伸

しているため、目標が達成された。

「基本目標４」について、「観光交流者数」は、実績値が基準値より約 20 万人上昇し

ているが、目標値には届いていない。『地域における自慢すべき「宝」があると思う人

の割合』は、16.1％上昇しているが、目標値には届いていない。

基本目標 数値目標 基準値 実績値
目標値
（R1）

達成度

基本目標１
役割・

しごとづくり

地域で「たつせがある」
と思う人の割合

20.1%
(H26)

33.4%
(R1)

50% ○

合計特殊出生率
1.55
(H24)

― 1.6 ―

安心して子どもを産み、
育てることができるまち
だと思う人の割合

50.8%
(H26)

58.8%
(R1)

65% ○

地域活動や行事にスタッ
フとして参加したことが
ある人の割合

20.2%
(H26)

18.9%
(R1)

50% △

健康寿命
男性79.7歳
女性83.5歳

(H22)

男性80.2歳
女性85.0歳

(H27)
延伸 ◎

観光交流者数
約320万人

(H25)
約340万人

(H30)
約350万人 ○

地域における自慢すべき
「宝」があると思う人の
割合

26.6%
(H26)

42.7%
(R1)

50% ○

基本目標２
子育て支援

基本目標３
地域コミュニティ

・地域福祉

基本目標４
観光交流
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 施策・事業の KPI の達成状況

４つの基本目標には、それぞれ基本目標ごとに、基本的方向が掲げられており、さらに

基本的方向に施策・事業がひも付いています。各施策・事業には、それぞれ KPI が設定さ

れており、ここでは、各施策・事業の KPI の目標値の達成状況を以下に記載しています。

【達成度の凡例】

◎ 実績値が、目標値（R1)を上回っている

○ 実績値が、目標値（R1)には届いていないが、基準値よりは上昇している

△ 実績値が、目標値（R1)に届かず、基準値を下回っている
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表 2 施策・事業の KPI の達成状況

KPI達成度

1 ながくて地域スマイルポイント事業 ◎

2 市民総動員のまちの計画づくりプロジェクト ◎

3 ながくて市民大学「いきいき！エルダー塾」 △

4 まちなか農縁支援事業 ○

5 長久手アグリサポートセンター事業 ○

6 農福連携支援事業（就労支援事業） ◎

7 田園バレー交流施設（あぐりん村）再整備事業 △

8 創業支援事業 ◎

9 住民起業支援塾 ○

10 インターンシップバンク制度事業 ○

11 産前産後ヘルパー派遣事業 ○

12 出産祝い事業（木のおもちゃ等の支給） ◎

13 子育てコンシェルジュ設置事業 ◎

14 休日保育の実施 ○

15 産後健康診査事業 ◎

16
保育園、児童館等での地域交流事業
（「保育園おたすけたい」事業）

◎

17 地域学校サポート事業 ○

18 子どもチャレンジ事業（子どもの夢サポート事業） △

19 土曜日学習サポート事業 ◎

20 放課後子ども教室の拡充 ○

21 小さな拠点形成事業（まちづくり協議会設立と交流拠点整備） ○

22 市民と職員による市民協働プロジェクト －

23 コミュニティ・ソーシャルワーカー配置事業 ○

24 子ども防火活動事業 ◎

25 健康チャレンジャー事業（健康マイレージ） ◎

26 若者の生活習慣病予防事業（３９歳以下健診） ○

27 地域保健活動の充実 ◎

28 シティプロモーション事業 ○

29 ながくてアートフェスティバル ○

30 大学連携提案事業助成金事業 ◎

31 長久手版「プレーパーク」事業 ◎

32 リニモテラス整備事業 ○

33
まちセンカフェ
（まちづくりセンターを拠点とした市民団体による交流促進事業）

△

施策・事業

基本的方向ア　市民の力を活かした新しい役割の仕組みをつくる

基本的方向イ　「農あるくらし」で好循環をつくる

基本的方向ウ　雇用の創出で地域を活性化させる

基本的方向ア　妊娠から出産、育児への切れ目のない支援

基本的方向イ　地域で支え合う子育て支援

基本的方向ア　市民が支え合うコミュニティをつくる

基本的方向イ　市民の健康寿命を延ばす

基本的方向ア　地域資源を活かした長久手の魅力とオリジナリティを創造・発信する

基本的方向イ　人が集まり情報の受発信が行われる交流の場の創造

※22「市民と職員による市民協働プロジェクトについては、事業終了のため「－」と表示

基
本
目
標
１

役
割
・
し
ご
と
づ
く
り

基
本
目
標
２

子
育
て
支
援

基
本
目
標
３

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
地
域
福
祉

基
本
目
標
４

観
光
交
流
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表 3 各基本目標ごとの施策・事業 KPI 達成状況

全体では、14 の施策・事業が「◎」となっており全体の 42.4%、14 の施策・事業が「○」

となっており全体の 42.4%、４の施策・事業が「△」となっており全体の 12.1%を占め

ている。

KPI 達成度が「△」となっている４つの施策・事業「ながくて市民大学」、「田園バレー

交流施設（あぐりん村）再整備事業」、「子どもチャレンジ事業（子どもの夢サポート

事業）」、「まちセンカフェ（まちづくりセンターを拠点とした市民団体による交流促

進）」については、事業の実施方法等について検討する余地がある。

基本目標ごとにみると、最も KPI の目標値を達成している施策・事業が多い基本目標

は、「基本目標２子育て支援」で、半数の施策・事業が目標値を達成している。

「基本目標４観光交流」については、KPI の目標値を達成している施策・事業は２つの

み（33.3%）で、４つの基本目標の中では、最も達成状況が良くない。

◎
目標値＜実績値

○
基準値＜実績値＜目標値

△
実績値＜基準値

基本目標１
役割・しごとづくり

4
(40.0%)

4
(40.0%)

2
(20.0%)

10
(100.0%)

基本目標２
子育て支援

5
(50.0%)

4
(40.0%)

1
(10.0%)

10
(100.0%)

基本目標３
地域コミュニティ
・地域福祉

3
(42.9%)

3
(42.9%)

0
(0%)

7※
(100.0%)

基本目標４
観光交流

2
(33.3%)

3
(50.0%)

1
(16.7%)

6
(100.0%)

計
14

(42.4%)
14

(42.4%)
4

(12.1%)
33

(100.0%)

KPI達成度

※うち１事業については、事業終了のため「－」のため、KPI達成度の◎○△には当てはまらない

基本目標 計
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２ 基本目標ごとの検証結果

 基本目標１ 役割・しごとづくり

基本的方向ア 市民の力を活かした新しい役割分担の仕組みをつくる

基本目標１基本的方向アの３つの施策・事業のうち、２つが KPI の目標値を達成して

いるが、数値目標については、目標値に届いていないため、別のアプローチが必要で

あると考えられる。

別のアプローチとしては、第１期総合戦略では、個人に焦点を当てた施策・事業を位

置づけていたが、市民活動団体への支援についての施策・事業がなかったため、そう

した市民活動団体の育成等の事業も必要になってくると考えられる。

また、平均年齢が日本一若いまちである特性を活かした、若い世代への「役割・しご

とづくり」についても、必要であると考えられる。

基準値（H26） 実績値（R1） 目標値（R1）

20.1% 33.4% 50%

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 911人 783人 858人 300人 ◎

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－
延べ0人
／2年

延べ1,013人
／3年

延べ1,226人
／4年

延べ1,000人
／5年

◎

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

延べ274人
／年

延べ160人
／年

延べ159人
／年

延べ111人
／年

延べ300人
／年

△

具体的な施策・事業

取組番号１　ながくて地域スマイルポイント事業 （詳細は、19ページ）

地域スマイルポイント事業参加者数

具体的な施策・事業

取組番号２　市民総動員のまちの計画づくりプロジェクト （詳細は、20ページ）

総合計画等策定に携わった市民数

具体的な施策・事業

取組番号３　ながくて市民大学 （詳細は、21ページ）

ながくて市民大学参加者数

数値目標 地域で「たつせがある」と思う人の割合

KPI

KPI

KPI
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基本的方向イ 「農あるくらし」で好循環をつくる

基本目標１基本的方向イの４つの施策・事業のうち、１つが KPI の目標値を達成し、

２つが基準値より進捗しているが、数値目標については、目標値に届いていないため、

別のアプローチが必要であると考えられる。

「農」に関する施策・事業については、あまり進捗していないものがあるため、見直

しや拡充等の行い、「農」を通した市民の「役割・居場所づくり」は継続して進めてい

く必要がある。

別のアプローチとしては、「農」だけでなく、その他本市の自然環境を活かした市民の

「役割・しごとづくり」も必要であると考えられる。

基準値（H26） 実績値（R1） 目標値（R1）

20.1% 33.4% 50%

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

30人 20人 108人 135人 150人 ○

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

12人 18人／2年 19人/3年 19人/4年 20人／5年 ○

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 28人 58人 48人 10人 ◎

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

延べ470,000人
／年

延べ455,193人
／年

延べ444，815人
／年

延べ442,112人
／年

延べ550,000人
／年

△

具体的な施策・事業

取組番号４　まちなか農縁支援事業 （詳細は、22ページ）

まちなか農縁参加者数

具体的な施策・事業

取組番号５　長久手アグリサポートセンター事業 （詳細は、23ページ）

新規就農者数（法人を含む）

具体的な施策・事業

取組番号６　農福連携支援事業（就労支援事業） （詳細は、24ページ）

農福連携支援事業参加者数

具体的な施策・事業

取組番号７　田園バレー交流施設（あぐりん村）再整備事業 （詳細は、25ページ）

あぐりん村来場者数

数値目標 地域で「たつせがある」と思う人の割合

KPI

KPI

KPI

KPI
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基本的方向ウ 雇用の創出で地域を活性化させる

基本目標１基本的方向ウの３つの施策・事業のうち、１つが KPI の目標値を達成し、

２つが基準値より進捗しているが、数値目標については、目標値に届いていないため、

別のアプローチが必要であると考えられる。

「起業・創業」の人数は増えてはいるが、起業・操業後の支援についてはも検討の余

地がある。

別のアプローチとしては、新たに仕事をおこす取組以外にも、近年では、民間企業が

地域課題の解決に取り組む動きが活発になってきているため、民間企業が「まちづく

りの担い手」として活躍できる仕組みづくりが必要になると考えられる。

基準値（H26） 実績値（R1） 目標値（R1）

20.1% 33.4% 50%

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 2人／2年 11人／3年 24人／4年 20人／5年 ◎

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

2人 3人／2年 6人／3年 7人／4年 10人／5年 ○

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ － ― 2人 20人 ○

具体的な施策・事業

取組番号８　創業支援事業 （詳細は、26ページ）

創業者数

具体的な施策・事業

取組番号９　住民起業支援塾 （詳細は、27ページ）

コミュニティビジネス起業者数

具体的な施策・事業

取組番号10　インターンシップバンク制度事業 （詳細は、28ページ）

インターンシップ参加者数

数値目標 地域で「たつせがある」と思う人の割合

KPI

KPI

KPI
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 基本目標２ 子育て支援

基本的方向ア 妊娠から出産、育児への切れ目のない支援

基準値（H24） 実績値 目標値（R1）

1.55 - 1.6

基準値（H26） 実績値（R1） 目標値（R1）

50.8% 58.8% 65%

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 39人／年 52人／年 47人／年 50人／年 ○

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 636家庭／年 640家庭／年 666家庭／年 500家庭／年 ◎

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 延べ225件／年 延べ779件／年 延べ740件／年 延べ100件／年 ◎

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ － － 延べ250人／年 延べ600人／年 ○

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 69.4％／年 96.2％／年 94.4％／年 80％／年 ◎

具体的な施策・事業

取組番号11　産前産後ヘルパー派遣事業 （詳細は、29ページ）

産前産後ヘルパー利用登録者数

具体的な施策・事業

取組番号12　出産祝い事業（木のおもちゃ等の支給） （詳細は、30ページ）

出産祝いを届ける家庭数

具体的な施策・事業

取組番号13　子育てコンシェルジュ設置事業 （詳細は、31ページ）

子育てコンシェルジュ相談件数

具体的な施策・事業

取組番号14　休日保育の実施 （詳細は、32ページ）

休日保育利用者数

具体的な施策・事業

取組番号15　産後健康診査事業 （詳細は、33ページ）

産後健康診査受診率

数値目標

合計特殊出生率

安心して子どもを産み、育てることができるまちだと
思う人の割合

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

10



基本目標２基本的方向アの５つの施策・事業のうち、３つが KPI の目標値を達成し、

２つが基準値より進捗しているが、数値目標については、目標値に届いていないため、

別のアプローチが必要であると考えられる。

様々な状況の子育て世帯を支援できるよう、子育て支援メニューの拡充が必要である

と考える。
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基本的方向イ 地域で助け合う子育て支援

基準値（H24） 実績値 目標値（R1）

1.55 - 1.6

基準値（H26） 実績値（R1） 目標値（R1）

50.8% 58.8% 65%

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 延べ509人／年 延べ724人／年

延べ339人／年

（館おたすけ隊）

延べ610人／年

（園おたすけ隊）

延べ360人／年 ◎

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 200人／年 270人／年 360人／年 700人／年 ○

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ － ― ― 60人／年 △

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 延べ264人／年 延べ480人／年 延べ410人／年 延べ200人／年 ◎

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

延べ7,312人
／年

延べ11,691人
／年

延べ13,759人
／年

延べ16,902人
／年

延べ20,000人
／年

○

具体的な施策・事業

取組番号16　保育園、児童館等での地域交流事業
　　　　　　　　　（「保育園おたすけたい」事業）

（詳細は、34ページ）

保育園、児童館等での地域交流事業参加者数

具体的な施策・事業

取組番号17　地域学校サポート事業 （詳細は、35ページ）

地域学校サポート隊参加者数

具体的な施策・事業

取組番号18　子どもチャレンジ事業（こどもの夢サポート事業） （詳細は、36ページ）

子どもチャレンジ事業参加者数

具体的な施策・事業

取組番号19　土曜日学習サポート事業 （詳細は、37ページ）

土曜日学習サポート事業参加者数

具体的な施策・事業

取組番号20　放課後子ども教室の拡充 （詳細は、38ページ）

放課後子ども教室利用者数

数値目標

合計特殊出生率

安心して子どもを産み、育てることができるまちだと
思う人の割合

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

12



基本目標２基本的方向イの５つの施策・事業のうち、２つが KPI の目標値を達成し、

２つが基準値より進捗しているが、数値目標については、目標値に届いていないため、

別のアプローチが必要であると考えられる。

「地域で子育て」という気運を高めるためにはある程度の時間がかかるため、継続し

ていくことも必要である。
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 基本目標３ 地域コミュニティ・地域福祉

基本的方向ア 市民が支え合うコミュニティをつくる

基本目標３基本的方向アの４つの施策・事業のうち、１つが KPI の目標値を達成し、

２つが基準値より進捗しているが、数値目標については、目標値に届いていないため、

別のアプローチが必要であると考えられる。

「地域コミュニティ」の醸成は、ある程度の時間がかかるため、継続していくことも

必要である。

別のアプローチとしては、分かりやすい課題（防災・多文化共生等）をテーマとした

コミュニティづくりが必要であると考えられる。

基準値（H26） 実績値（R1） 目標値（R1）

20.2% 18.9% 50%

基準値（H22） 実績値（H27） 目標値（R1）

男性79.7歳
女性83.5歳

男性80.2歳
女性85.0歳

延伸

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 0地区／2年 １地区／３年 ２地区／４年 6地区／5年 ○

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

2事業／年 10事業／年 - - 20事業／年 －

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

延べ370件
／年

延べ2,167件
／年

延べ3,058件
／年

延べ3,286件
／年

延べ3,600件
／年

○

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ － 31人／年 42人/年 30人／年 ◎

具体的な施策・事業

取組番号21　小さな拠点形成事業
　　　　　　　　　（まちづくり協議会設立と交流拠点整備）

（詳細は、39ページ）

まちづくり協議会設立地区数

具体的な施策・事業

取組番号22　市民と職員による市民協働プロジェクト （詳細は、40ページ）

市民と職員による市民協働プロジェクトチームが関わった事業数

具体的な施策・事業

取組番号23　コミュニティ・ソーシャルワーカー配置事業 （詳細は、41ページ）

コミュニティ・ソーシャルワーカー相談件数

具体的な施策・事業

取組番号24　子ども防火活動事業 （詳細は、42ページ）

子ども防火活動登録者数

数値目標

地域活動や行事にスタッフとして参加したことがあ
る人の割合

健康寿命

KPI

KPI

KPI

KPI
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基本的方向イ 市民の健康寿命を延ばす

基本目標３基本的方向イの３つの施策・事業のうち、２つが KPI の目標値を達成し、

１つが基準値より進捗しているが、数値目標については、目標値に届いていないため、

別のアプローチが必要であると考えられる。

別のアプローチとしては、健康寿命の延伸のために、「高齢者の外出支援」といった施

策・事業が必要であると考えられる。

基準値（H26） 実績値（R1） 目標値（R1）

20.2% 18.9% 50%

基準値（H22） 実績値（H27） 目標値（R1）

男性79.7歳
女性83.5歳

男性80.2歳
女性85.0歳

延伸

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 121人／年 176人／年 316人／年 150人／年 ◎

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

351人／年 368人／年 309人／年 318人／年 400人／年 ○

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 延べ537件／年 延べ513件／年 延べ456件／年 延べ240件／年 ◎

具体的な施策・事業

取組番号25　健康チャレンジャー事業（健康マイレージ） （詳細は、43ページ）

健康マイレージ優待カード発行者数

具体的な施策・事業

取組番号26　若者の生活習慣病予防事業（39歳以下健診） （詳細は、44ページ）

39歳以下健診受診者数

具体的な施策・事業

取組番号27　地域保健活動の充実　 （詳細は、45ページ）

保健師による地域での健康相談件数

数値目標

地域活動や行事にスタッフとして参加したことがあ
る人の割合

健康寿命

KPI

KPI

KPI
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 基本目標４ 観光交流

基本的方向ア 地域資源を活かした長久手の魅力とオリジナリティを創造・

発信する

基本目標４基本的方向アの４つの施策・事業のうち、２つが KPI の目標値を達成し、

２つが基準値より進捗しているが、数値目標については、目標値に届いていないため、

別のアプローチが必要であると考えられる。

ただ、数値目標は２つとも目標値に着実に近づいているため、基本的方向にある「地

域資源を活かした」という部分をさらに進めるためには、市内の新たな魅力や地域資

源を発掘し、有機的に結びつけることが必要であると考える。

基準値（H25） 実績値（H30） 目標値（R1）

約320万人 約340万人 約350万人

基準値（H26） 実績値（R1） 目標値（R1）

26.6% 42.7% 50%

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 12事業／年 14事業／年 15事業／年 20事業／年 ○

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

延べ15,000人
／年

延べ16,897人
／年

延べ18,360人
／年

延べ17,193人
／年

延べ20,000人
／年

○

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ 2件／年 2件／年 4件／年 4件／年 ◎

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ － - 延べ235人／年 延べ120人／年 ◎

具体的な施策・事業

取組番号28　シティプロモーション事業 （詳細は、46ページ）

観光交流協会取組事業数

具体的な施策・事業

取組番号29  ながくてアートフェスティバル （詳細は、47ページ）

ながくてアートフェスティバル参加者数

具体的な施策・事業

取組番号30　大学連携提案事業助成金事業 （詳細は、48ページ）

大学連携提案事業助成金交付件数

具体的な施策・事業

取組番号31　長久手版「プレーパーク」事業 （詳細は、49ページ）

プレーパーク参加者数

数値目標

観光交流者数

地域における自慢すべき「宝」があると思う人の割
合

KPI

KPI

KPI

KPI
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基本的方向イ 人が集まり情報の受発信が行われる交流の場の創造

基本目標４基本的方向イの２つの施策・事業のうち、１つが基準値より進捗している

が、数値目標については、目標値に届いていないため、別のアプローチが必要である

と考えられる。

「リニモテラス整備事業」については、第２期総合戦略期間中に完成する予定である

ため、施設が整備された後のにぎわいや交流・つながりづくりについて検討していく

必要がある。

ジブリパーク開業という契機を活かすことも必要であると考える。

基準値（H25） 実績値（H30） 目標値（R1）

約320万人 約340万人 約350万人

基準値（H26） 実績値（R1） 目標値（R1）

26.6% 42.7% 50%

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

－ －
延べ791人

／年
延べ1,576人

／年
延べ30,000人

／年
○

施策・事業名

基準値（H26） 実績値（H28） 実績値（H29） 実績値（H30） 目標値（R1） 達成状況

延べ300人／年 延べ162人／年 延べ190人／年 延べ209人／年 延べ400人／年 △

具体的な施策・事業

取組番号32  リニモテラス整備事業 （詳細は、50ページ）

リニモテラス事業参加者数

具体的な施策・事業

取組番号33  まちセンカフェ
（まちづくりセンターを拠点とした市民団体による交流促進事業）

（詳細は、51ページ）

まちセンカフェ参加者数

数値目標

観光交流者数

地域における自慢すべき「宝」があると思う人の割
合

KPI

KPI
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３ 施策・事業の評価検証シート

施策・事業の評価シートページ数

ページ数

1 ながくて地域スマイルポイント事業 19

2 市民総動員のまちの計画づくりプロジェクト 20

3 ながくて市民大学 21

4 まちなか農縁支援事業 22

5 長久手アグリサポートセンター事業 23

6 農福連携支援事業（就労支援事業） 24

7 田園バレー交流施設（あぐりん村）再整備事業 25

8 創業支援事業 26

9 住民起業支援塾 27

10 インターンシップバンク制度事業 28

11 産前産後ヘルパー派遣事業 29

12 出産祝い事業（木のおもちゃ等の支給） 30

13 子育てコンシェルジュ設置事業 31

14 休日保育の実施 32

15 産後健康診査事業 33

16
保育園、児童館等での地域交流事業
（「保育園おたすけたい」事業）

34

17 地域学校サポート事業 35

18 子どもチャレンジ事業（子どもの夢サポート事業） 36

19 土曜日学習サポート事業 37

20 放課後子ども教室の拡充 38

21 小さな拠点形成事業（まちづくり協議会設立と交流拠点整備） 39

22 市民と職員による市民協働プロジェクト 40

23 コミュニティ・ソーシャルワーカー配置事業 41

24 子ども防火活動事業 42

25 健康チャレンジャー事業（健康マイレージ） 43

26 若者の生活習慣病予防事業（３９歳以下健診） 44

27 地域保健活動の充実 45

28 シティプロモーション事業 46

29 ながくてアートフェスティバル 47

30 大学連携提案事業助成金事業 48

31 長久手版「プレーパーク」事業 49

32 リニモテラス整備事業 50

33
まちセンカフェ
（まちづくりセンターを拠点とした市民団体による交流促進事業）

51

施策・事業

基本的方向ア　市民の力を活かした新しい役割の仕組みをつくる

基本的方向イ　「農あるくらし」で好循環をつくる

基本的方向ウ　雇用の創出で地域を活性化させる

基本的方向ア　妊娠から出産、育児への切れ目のない支援

基本的方向イ　地域で支え合う子育て支援

基本的方向ア　市民が支え合うコミュニティをつくる

基本的方向イ　市民の健康寿命を延ばす

基本的方向ア　地域資源を活かした長久手の魅力とオリジナリティを創造・発信する

基本的方向イ　人が集まり情報の受発信が行われる交流の場の創造
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標
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に
1
人

の
割

合
）

5
0
%

（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

１
担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
9
1
1
人

7
8
3
人

8
5
8
人

3
0
0
人

2
8
6
.0

%
◎

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
3
.4

%

市
民

の
力

を
活

か
し

た
新

し
い

役
割

分
担

の
仕

組
み

を
つ

く
る

本
市

に
は

、
様

々
な

経
験

、
知

恵
、

技
術

を
持

つ
市

民
が

た
く

さ
ん

い
ま

す
。

そ
の

人
た

ち
が

、
こ

の
ま

ち
に

住
む

当
事

者
と

し
て

持
て

る
力

を
発

揮
し

、
ま

ち
づ

く
り

の
担

い
手

と
い

う
役

割
を

持
つ

こ
と

が
、

今
後

の
人

口
減

少
社

会
に

お
い

て
求

め
ら

れ
ま

す
。

特
に

定
年

後
の

リ
タ

イ
ヤ

し
た

人
な

ど
を

中
心

と
す

る
地

域
の

人
々

が
、

地
域

に
お

け
る

自
分

の
役

割
と

居
場

所
を

見
い

出
し

て
、

住
み

よ
い

地
域

に
し

て
い

く
た

め
の

取
組

を
進

め
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

市
民

が
主

体
的

に
な

っ
て

考
え

て
い

く
「
新

し
い

ま
ち

の
か

た
ち

の
仕

組
み

づ
く

り
」
を

推
進

し
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

な
が

く
て

地
域

ス
マ

イ
ル

ポ
イ

ン
ト
事

業
福

祉
課

市
民

が
、

住
み

慣
れ

た
ま

ち
で

健
康

に
自

分
ら

し
く

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
、

市
民

活
動

を
推

進
し

、
地

域
社

会
へ

の
さ

ら
な

る
参

加
を

促
進

す
る

た
め

、
市

民
活

動
に

参
加

し
た

人
に

対
し

て
ポ

イ
ン

ト
を

付
与

し
ま

す
。

貯
ま

っ
た

ポ
イ

ン
ト
を

、
様

々
な

特
典

に
交

換
で

き
る

よ
う

に
し

、
ま

ち
を

活
性

化
さ

せ
ま

す
。

地
域

ス
マ

イ
ル

ポ
イ

ン
ト
事

業
参

加
者

数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
事

業
開

始
・
福

祉
ま

つ
り

等
の

イ
ベ

ン
ト
に

て
事

業
周

知 ・
ポ

イ
ン

ト
交

換
者

数
　

1
0
5
人

・
福

祉
ま

つ
り

等
の

イ
ベ

ン
ト
に

て
事

業
周

知 ・
ポ

イ
ン

ト
交

換
者

数
　

3
9
5
人

・
１

０
ポ

イ
ン

ト
未

満
の

端
数

ポ
イ

ン
ト
に

つ
い

て
、

今
ま

で
は

消
滅

ポ
イ

ン
ト
と

し
て

い
た

が
、

有
効

期
限

内
に

新
し

い
手

帳
の

ポ
イ

ン
ト
と

合
算

し
て

１
０

ポ
イ

ン
ト
以

上
で

あ
れ

ば
、

交
換

を
可

能
と

し
た

。
・
市

民
団

体
の

活
動

報
告

の
手

続
を

簡
素

化
し

た
。

・
ポ

イ
ン

ト
交

換
者

数
  
　

5
7
1
人

・
交

換
品

に
子

ど
も

商
品

券
を

追
加

し
た

。
・
ご

み
ゼ

ロ
運

動
に

て
事

業
周

知
・
ポ

イ
ン

ト
交

換
者

数
　

2
6
0
人

（
8
月

末
）

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

作
り

を
推

進
し

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容
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施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値
（
H
2
6
）

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.1

%
（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

5
0
%

（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

２
担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
延

べ
0
人

／
2
年

延
べ

1
,0

1
3
人

／
3
年

延
べ

1
,2

2
6
人

／
4
年

延
べ

1
,0

0
0
人

／
5
年

1
2
2
.6

%
◎

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
3
.4

%

市
民

の
力

を
活

か
し

た
新

し
い

役
割

分
担

の
仕

組
み

を
つ

く
る

本
市

に
は

、
様

々
な

経
験

、
知

恵
、

技
術

を
持

つ
市

民
が

た
く

さ
ん

い
ま

す
。

そ
の

人
た

ち
が

、
こ

の
ま

ち
に

住
む

当
事

者
と

し
て

持
て

る
力

を
発

揮
し

、
ま

ち
づ

く
り

の
担

い
手

と
い

う
役

割
を

持
つ

こ
と

が
、

今
後

の
人

口
減

少
社

会
に

お
い

て
求

め
ら

れ
ま

す
。

特
に

定
年

後
の

リ
タ

イ
ヤ

し
た

人
な

ど
を

中
心

と
す

る
地

域
の

人
々

が
、

地
域

に
お

け
る

自
分

の
役

割
と

居
場

所
を

見
い

出
し

て
、

住
み

よ
い

地
域

に
し

て
い

く
た

め
の

取
組

を
進

め
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

市
民

が
主

体
的

に
な

っ
て

考
え

て
い

く
「
新

し
い

ま
ち

の
か

た
ち

の
仕

組
み

づ
く

り
」
を

推
進

し
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

市
民

総
動

員
の

ま
ち

の
計

画
づ

く
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

経
営

企
画

課

市
民

が
主

体
と

な
っ

て
、

お
互

い
が

関
わ

り
合

い
な

が
ら

手
間

、
暇

を
か

け
て

、
総

合
計

画
等

の
ま

ち
の

計
画

を
策

定
し

ま
す

。

総
合

計
画

等
策

定
に

携
わ

っ
た

市
民

数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
事

業
開

始
・
市

民
意

識
調

査
や

総
合

計
画

の
愛

称
募

集
を

実
施

・
総

合
計

画
の

F
ac

eb
o
o
kペ

ー
ジ

を
開

設
。

・
現

状
の

課
題

や
将

来
に

つ
い

て
考

え
る

た
め

、
キ

ッ
ク

オ
フ

パ
ー

テ
ィ

ー
、

小
学

校
別

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

を
実

施
。

・
テ

ー
マ

別
検

討
会

議
を

開
催

し
、

7
つ

の
分

野
ご

と
に

1
0
年

後
の

理
想

の
姿

を
検

討
。

ま
た

、
理

想
の

姿
実

現
の

た
め

の
手

段
に

つ
い

て
検

討
。

・
学

生
が

ま
ち

づ
く

り
の

ア
イ

デ
ア

を
提

案
す

る
「
学

生
ま

ち
づ

く
り

甲
子

園
」
を

開
催

。

・
な

が
く

て
未

来
図

の
策

定
・
な

が
く

て
未

来
図

基
本

構
想

を
実

現
す

る
た

め
に

、
市

民
で

取
り

組
む

1
0
チ

ー
ム

の
市

民
ア

ク
シ

ョ
ン

を
ま

と
め

た
市

民
ま

ち
づ

く
り

計
画

を
策

定

・
な

が
く

て
未

来
図

の
周

知
の

た
め

、
「
な

が
く

て
未

来
図

フ
ェ

ス
」
を

開
催

。
ま

ち
の

未
来

を
自

分
事

化
し

て
も

ら
う

た
め

、
フ

ュ
ー

チ
ャ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
・
市

民
ま

ち
づ

く
り

計
画

推
進

の
た

め
、

各
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
や

新
し

く
関

わ
る

市
民

等
を

集
め

た
交

流
会

を
開

催

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

作
り

を
推

進
し

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容
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施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値
（
H
2
6
）

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.1

%
（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

5
0
%

（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

３
担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

延
べ

2
7
4
人

／
年

延
べ

1
6
0
人

／
年

延
べ

1
5
9
人

／
年

延
べ

1
1
1
人

／
年

延
べ

3
0
0
人

／
年

3
7
.0

%
△

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
3
.4

%

市
民

の
力

を
活

か
し

た
新

し
い

役
割

分
担

の
仕

組
み

を
つ

く
る

本
市

に
は

、
様

々
な

経
験

、
知

恵
、

技
術

を
持

つ
市

民
が

た
く

さ
ん

い
ま

す
。

そ
の

人
た

ち
が

、
こ

の
ま

ち
に

住
む

当
事

者
と

し
て

持
て

る
力

を
発

揮
し

、
ま

ち
づ

く
り

の
担

い
手

と
い

う
役

割
を

持
つ

こ
と

が
、

今
後

の
人

口
減

少
社

会
に

お
い

て
求

め
ら

れ
ま

す
。

特
に

定
年

後
の

リ
タ

イ
ヤ

し
た

人
な

ど
を

中
心

と
す

る
地

域
の

人
々

が
、

地
域

に
お

け
る

自
分

の
役

割
と

居
場

所
を

見
い

出
し

て
、

住
み

よ
い

地
域

に
し

て
い

く
た

め
の

取
組

を
進

め
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

市
民

が
主

体
的

に
な

っ
て

考
え

て
い

く
「
新

し
い

ま
ち

の
か

た
ち

の
仕

組
み

づ
く

り
」
を

推
進

し
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

な
が

く
て

市
民

大
学

生
涯

学
習

課

1
8
歳

以
上

を
対

象
と

し
た

市
民

の
「
交

流
」
、

「
居

場
所

」
づ

く
り

を
目

的
と

し
、

座
学

を
中

心
と

し
た

教
養

講
座

だ
け

で
な

く
、

様
々

な
体

験
や

グ
ル

ー
プ

で
の

話
し

合
い

等
を

通
じ

て
、

「
ま

ち
づ

く
り

」
に

も
関

与
し

て
い

く
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

な
が

く
て

市
民

大
学

参
加

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

一
般

コ
ー

ス
全

1
3
回

延
べ

1
3
0
人

専
門

コ
ー

ス
全

6
回

延
べ

3
0
人

※
１

：
入

門
編

と
し

て
広

い
分

野
(防

犯
、

ス
ポ

ー
ツ

、
環

境
、

福
祉

な
ど

）
に

つ
い

て
学

ぶ
講

座
※

２
：
一

般
コ

ー
ス

受
講

生
を

対
象

に
、

受
講

生
が

福
祉

な
ど

特
に

興
味

を
示

し
た

分
野

に
特

化
し

て
深

く
学

ぶ
講

座

一
般

コ
ー

ス
 全

1
3
回

延
べ

1
3
0
人

専
門

コ
ー

ス
 全

2
回

延
べ

2
9
人

「
い

き
い

き
エ

ル
ダ

ー
塾

」
の

タ
イ

ト
ル

を
取

り
払

い
、

対
象

を
1
8
歳

以
上

の
市

民
に

広
げ

て
、

長
久

手
市

の
歴

史
を

テ
ー

マ
と

し
た

講
座

を
全

7
回

行
っ

た
（
う

ち
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
1
回

）
。

連
続

講
座

だ
が

、
1
回

の
み

の
参

加
も

可
と

し
た

。
〈
受

講
者

〉
第

1
講

座
2
0
人

、
第

2
講

座
2
0

人
、

第
3
講

座
2
6
人

、
第

４
講

座
1
3
人

、
第

5
講

座
1
5
人

、
第

6
講

座
1
2
人

、
第

7
講

座
5
人

1
2
月

以
降

に
実

施
の

予
定

。
現

在
、

講
座

の
開

講
に

向
け

て
準

備
し

て
い

る
。

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

作
り

を
推

進
し

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

21



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値
（
H
2
6
）

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.1

%
（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

5
0
%

（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

４
担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

3
0
人

2
0
人

1
0
8
人

1
3
5
人

1
5
0
人

9
0
.0

%
○

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
3
.4

%

「
農

あ
る

く
ら

し
」
で

好
循

環
を

つ
く

る

市
内

に
存

在
す

る
遊

休
農

地
・
低

未
利

用
農

地
を

、
農

に
関

心
を

持
つ

人
や

障
が

い
者

・
高

齢
者

等
、

多
く

の
市

民
が

農
に

親
し

み
、

農
と

触
れ

合
い

な
が

ら
、

役
割

や
生

き
が

い
づ

く
り

に
つ

な
げ

ま
す

。
ま

た
、

里
山

の
保

全
・
活

用
、

地
産

地
消

、
観

光
誘

客
な

ど
、

「
農

」
の

持
つ

多
様

な
機

能
を

活
か

し
、

「
農

」
を

中
心

に
様

々
な

活
動

を
結

び
つ

け
る

こ
と

で
、

新
た

な
仕

事
や

雇
用

を
生

む
「
農

」
を

中
心

と
し

た
地

域
の

好
循

環
を

つ
く

り
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

ま
ち

な
か

農
縁

支
援

事
業

み
ど

り
の

推
進

課

都
市

部
の

市
民

が
、

「
農

」
と

触
れ

合
う

機
会

を
増

や
す

た
め

、
市

民
、

N
P
O

、
農

業
者

等
の

団
体

が
取

り
組

む
多

様
な

活
動

や
付

随
す

る
施

設
の

整
備

を
支

援
し

ま
す

。
ま

た
、

高
齢

者
や

障
が

い
者

を
対

象
と

し
た

福
祉

農
園

や
、

放
置

さ
れ

た
市

街
化

区
域

内
の

空
き

地
を

利
用

す
る

農
園

等
の

整
備

も
支

援
し

ま
す

。

ま
ち

な
か

農
縁

参
加

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

(H
2
7
 仏

が
根

地
内

で
ま

ち
な

か
農

縁
を

開
園

)

・
名

古
屋

外
国

語
大

学
の

学
生

と
連

携
し

、
野

菜
の

栽
培

や
収

穫
体

験
を

実
施

※
農

園
の

付
随

施
設

（
水

道
設

備
、

器
具

庫
な

ど
）
は

、
利

用
者

の
工

夫
に

よ
り

簡
易

な
も

の
で

対
応

で
き

て
い

る
。

・
名

古
屋

外
国

語
大

学
の

学
生

と
連

携
し

、
近

隣
住

民
を

対
象

と
し

た
野

菜
の

栽
培

や
収

穫
体

験
を

実
施

・
名

古
屋

外
国

語
大

学
の

学
生

と
連

携
し

、
近

隣
住

民
を

対
象

と
し

た
大

豆
の

種
ま

き
や

サ
ツ

マ
イ

モ
の

植
え

付
け

体
験

を
実

施
・
継

続
的

に
野

菜
栽

培
・
管

理
を

体
験

で
き

る
よ

う
に

・
毎

週
金

曜
日

に
学

生
の

作
業

日
を

設
け

、
近

隣
住

民
の

野
菜

栽
培

へ
の

参
加

を
促

し
た

。
・
収

穫
体

験
を

実
施

。

・
名

古
屋

外
国

語
大

学
の

学
生

と
連

携
し

、
近

隣
住

民
を

対
象

と
し

た
夏

野
菜

の
種

ま
き

や
苗

の
植

え
付

け
体

験
を

実
施

。
・
継

続
的

に
野

菜
栽

培
・
管

理
を

体
験

で
き

る
よ

う
に

毎
週

金
曜

日
に

学
生

の
作

業
日

を
設

け
た

。
7
月

8
月

は
学

生
の

作
業

日
を

週
2
回

に
増

や
し

、
住

民
参

加
の

機
会

を
増

や
し

た
。

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

作
り

を
推

進
し

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

22



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値
（
H
2
6
）

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.1

%
（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

5
0
%

（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

５
担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

1
2
人

1
8
人

／
2
年

1
9
人

/
3
年

1
9
人

/
4
年

2
0
人

／
5
年

9
5
.0

%
○

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
3
.4

%

「
農

あ
る

く
ら

し
」
で

好
循

環
を

つ
く

る

市
内

に
存

在
す

る
遊

休
農

地
・
低

未
利

用
農

地
を

、
農

に
関

心
を

持
つ

人
や

障
が

い
者

・
高

齢
者

等
、

多
く

の
市

民
が

農
に

親
し

み
、

農
と

触
れ

合
い

な
が

ら
、

役
割

や
生

き
が

い
づ

く
り

に
つ

な
げ

ま
す

。
ま

た
、

里
山

の
保

全
・
活

用
、

地
産

地
消

、
観

光
誘

客
な

ど
、

「
農

」
の

持
つ

多
様

な
機

能
を

活
か

し
、

「
農

」
を

中
心

に
様

々
な

活
動

を
結

び
つ

け
る

こ
と

で
、

新
た

な
仕

事
や

雇
用

を
生

む
「
農

」
を

中
心

と
し

た
地

域
の

好
循

環
を

つ
く

り
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

長
久

手
ア

グ
リ
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
事

業
み

ど
り

の
推

進
課

市
内

の
農

に
関

わ
る

あ
ら

ゆ
る

取
組

を
応

援
す

る
「
（
仮

称
）
長

久
手

ア
グ

リ
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
」
を

設
立

し
、

ま
ち

な
か

農
縁

支
援

、
農

地
の

マ
ッ

チ
ン

グ
、

農
機

具
の

貸
出

し
、

農
楽

校
※

や
市

民
農

園
（
た

が
や

っ
せ

）
の

運
営

を
支

援
し

ま
す

。
※

農
楽

校
と

は
、

市
民

を
対

象
と

し
た

「
農

業
の

基
礎

知
識

」
か

ら
「
実

践
的

応
用

技
術

」
ま

で
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

場
の

こ
と

。

新
規

就
農

者
数

（
法

人
を

含
む

）

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
空

き
農

地
等

の
情

報
を

収
集

・
ア

グ
リ
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

事
業

内
容

、
組

織
体

制
を

検
討

・
ア

グ
リ
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

事
業

内
容

、
組

織
体

制
を

検
討

・
農

業
者

を
対

象
に

、
将

来
的

な
農

業
経

営
や

農
地

利
用

に
つ

い
て

の
意

向
調

査
ア

ン
ケ

ー
ト
を

実
施

（
６

０
０

件
）

・
ア

グ
リ
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

事
業

内
容

、
組

織
体

制
を

検
討

・
前

年
に

引
き

続
き

、
農

業
者

を
対

象
に

、
将

来
的

な
農

業
経

営
や

農
地

利
用

に
つ

い
て

の
意

向
調

査
ア

ン
ケ

ー
ト
を

実
施

（
８

０
０

件
）

・
大

草
地

区
を

モ
デ

ル
地

区
と

し
て

、
用

水
路

や
農

地
の

利
用

状
況

を
図

示

・
ア

グ
リ
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

事
業

内
容

、
組

織
体

制
を

検
討

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

作
り

を
推

進
し

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

23



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値
（
H
2
6
）

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.1

%
（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

5
0
%

（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

６
担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
2
8
人

5
8
人

4
8
人

1
0
人

4
8
0
.0

%
◎

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
3
.4

%

「
農

あ
る

く
ら

し
」
で

好
循

環
を

つ
く

る

市
内

に
存

在
す

る
遊

休
農

地
・
低

未
利

用
農

地
を

、
農

に
関

心
を

持
つ

人
や

障
が

い
者

・
高

齢
者

等
、

多
く

の
市

民
が

農
に

親
し

み
、

農
と

触
れ

合
い

な
が

ら
、

役
割

や
生

き
が

い
づ

く
り

に
つ

な
げ

ま
す

。
ま

た
、

里
山

の
保

全
・
活

用
、

地
産

地
消

、
観

光
誘

客
な

ど
、

「
農

」
の

持
つ

多
様

な
機

能
を

活
か

し
、

「
農

」
を

中
心

に
様

々
な

活
動

を
結

び
つ

け
る

こ
と

で
、

新
た

な
仕

事
や

雇
用

を
生

む
「
農

」
を

中
心

と
し

た
地

域
の

好
循

環
を

つ
く

り
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

農
福

連
携

支
援

事
業

（
就

労
支

援
事

業
）

福
祉

課

障
が

い
者

や
生

活
困

窮
者

の
多

様
な

就
労

機
会

を
創

出
し

、
人

手
不

足
に

よ
り

耕
作

放
棄

地
と

な
っ

て
い

る
農

地
の

有
効

活
用

の
た

め
、

自
立

支
援

農
園

の
開

設
、

整
備

、
運

営
を

支
援

し
ま

す
。

農
福

連
携

支
援

事
業

参
加

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
市

内
４

福
祉

事
業

所
が

真
行

田
や

杁
ノ

洞
地

内
な

ど
で

週
１

回
程

度
の

頻
度

で
障

が
い

の
あ

る
方

を
対

象
と

し
た

農
作

業
体

験
を

実
施

・
市

内
５

福
祉

事
業

所
が

真
行

田
や

杁
ノ

洞
地

内
な

ど
で

週
１

回
程

度
の

頻
度

で
障

が
い

の
あ

る
方

を
対

象
と

し
た

農
作

業
体

験
を

実
施

・
市

内
５

福
祉

事
業

所
が

真
行

田
や

杁
ノ

洞
地

内
な

ど
で

週
１

回
程

度
の

頻
度

で
障

が
い

の
あ

る
方

を
対

象
と

し
た

農
作

業
体

験
を

実
施

・
市

内
５

福
祉

事
業

所
が

真
行

田
や

杁
ノ

洞
地

内
な

ど
で

週
１

回
程

度
の

頻
度

で
障

が
い

の
あ

る
方

を
対

象
と

し
た

農
作

業
体

験
を

実
施

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

作
り

を
推

進
し

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容
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施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値
（
H
2
6
）

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.1

%
（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

5
0
%

（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

７
担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

延
べ

4
7
0
,0

0
0
人

／
年

延
べ

4
5
5
,1

9
3
人

／
年

延
べ

4
4
4
，

8
1
5
人

／
年

延
べ

4
4
2
,1

1
2
人

／
年

延
べ

5
5
0
,0

0
0
人

／
年

8
0
.4

%
△

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
3
.4

%

「
農

あ
る

く
ら

し
」
で

好
循

環
を

つ
く

る

市
内

に
存

在
す

る
遊

休
農

地
・
低

未
利

用
農

地
を

、
農

に
関

心
を

持
つ

人
や

障
が

い
者

・
高

齢
者

等
、

多
く

の
市

民
が

農
に

親
し

み
、

農
と

触
れ

合
い

な
が

ら
、

役
割

や
生

き
が

い
づ

く
り

に
つ

な
げ

ま
す

。
ま

た
、

里
山

の
保

全
・
活

用
、

地
産

地
消

、
観

光
誘

客
な

ど
、

「
農

」
の

持
つ

多
様

な
機

能
を

活
か

し
、

「
農

」
を

中
心

に
様

々
な

活
動

を
結

び
つ

け
る

こ
と

で
、

新
た

な
仕

事
や

雇
用

を
生

む
「
農

」
を

中
心

と
し

た
地

域
の

好
循

環
を

つ
く

り
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

田
園

バ
レ

ー
交

流
施

設
（
あ

ぐ
り

ん
村

）
再

整
備

事
業

み
ど

り
の

推
進

課

田
園

バ
レ

ー
交

流
施

設
（
あ

ぐ
り

ん
村

）
の

新
た

な
魅

力
を

創
出

す
る

た
め

に
、

売
り

場
の

充
実

等
を

含
め

た
再

整
備

を
行

い
ま

す
。

長
久

手
温

泉
ご

ざ
ら

っ
せ

の
温

泉
施

設
と

産
直

・
体

験
施

設
の

集
客

相
乗

効
果

に
よ

り
、

市
内

外
の

住
民

、
農

家
、

消
費

者
を

巻
き

込
む

産
業

振
興

・
観

光
・
福

祉
拠

点
を

形
成

し
ま

す
。

あ
ぐ

り
ん

村
来

場
者

数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
福

祉
の

家
・
田

園
バ

レ
ー

交
流

施
設

再
整

備
構

想
策

定
・
㈱

長
久

手
温

泉
ア

グ
リ
事

業
部

と
再

整
備

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
に

つ
い

て
協

議

・
あ

ぐ
り

ん
村

屋
根

増
設

工
事

設
計

業
務

の
発

注
（
直

売
所

と
農

業
交

流
館

と
を

結
ぶ

渡
り

廊
下

の
増

設
）

・
あ

ぐ
り

ん
村

再
整

備
基

本
計

画
策

定
及

び
基

本
設

計
業

務
の

発
注

・
㈱

長
久

手
温

泉
ア

グ
リ
事

業
部

と
協

議
・
あ

ぐ
り

ん
村

増
築

工
事

実
施

設
計

業
務

委
託

の
発

注

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

作
り

を
推

進
し

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

25



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値
（
H
2
6
）

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.1

%
（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

5
0
%

（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

８
担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
2
人

／
2
年

1
1
人

／
3
年

2
4
人

／
4
年

2
0
人

／
5
年

1
2
0
.0

%
◎

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
3
.4

%

雇
用

の
創

出
で

地
域

を
活

性
化

さ
せ

る

市
内

に
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

や
雇

用
を

創
出

し
、

地
域

経
済

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
た

め
、

創
業

希
望

者
を

掘
り

起
こ

し
、

起
業

し
や

す
い

環
境

を
整

備
し

ま
す

。
ま

た
、

市
内

及
び

近
隣

に
大

学
が

多
数

立
地

す
る

こ
と

か
ら

、
学

生
の

地
域

で
の

就
職

に
向

け
た

取
組

を
進

め
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

創
業

支
援

事
業

た
つ

せ
が

あ
る

課

市
内

に
潜

在
的

に
存

在
す

る
創

業
希

望
者

を
掘

り
起

こ
す

た
め

、
自

治
体

、
金

融
機

関
、

商
工

会
、

大
学

が
連

携
し

、
窓

口
相

談
、

創
業

セ
ミ
ナ

ー
、

融
資

な
ど

に
よ

る
創

業
支

援
体

制
を

構
築

し
、

本
市

で
の

創
業

を
支

援
し

ま
す

。
こ

の
支

援
を

近
隣

市
町

と
連

携
し

て
行

う
こ

と
に

よ
り

、
事

業
者

が
増

え
、

新
た

な
雇

用
が

創
出

さ
れ

、
地

域
が

に
ぎ

わ
う

好
循

環
を

つ
く

り
ま

す
。

創
業

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
事

業
開

始
・
市

町
村

窓
口

及
び

そ
の

他
1
6
施

設
で

創
業

希
望

者
及

び
創

業
者

へ
の

ワ
ン

ス
ト
ッ

プ
相

談
窓

口
の

開
設

・
創

業
支

援
セ

ミ
ナ

ー
を

4
回

開
催

し
、

市
内

在
住

者
4
名

が
参

加

・
市

町
村

窓
口

及
び

そ
の

他
1
6
施

設
で

創
業

希
望

者
及

び
創

業
者

へ
の

ワ
ン

ス
ト
ッ

プ
相

談
窓

口
の

開
設

・
創

業
支

援
セ

ミ
ナ

ー
を

5
回

開
催

し
、

市
内

在
住

者
3
名

が
参

加

・
市

町
村

窓
口

及
び

そ
の

他
1
6
施

設
で

創
業

希
望

者
及

び
創

業
者

へ
の

ワ
ン

ス
ト
ッ

プ
相

談
窓

口
の

継
続

・
創

業
支

援
セ

ミ
ナ

ー
を

5
回

開
催

し
、

市
内

在
住

者
9
名

が
参

加

・
市

町
村

窓
口

及
び

そ
の

他
1
6
施

設
で

創
業

希
望

者
及

び
創

業
者

へ
の

ワ
ン

ス
ト
ッ

プ
相

談
窓

口
の

継
続

・
9
月

よ
り

創
業

支
援

セ
ミ
ナ

ー
を

4
回

開
催

予
定

、
市

内
在

住
者

に
広

報
で

募
集

す
る

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

作
り

を
推

進
し

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

26



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値
（
H
2
6
）

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.1

%
（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

5
0
%

（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

９
担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

2
人

3
人

／
2
年

6
人

／
3
年

7
人

／
4
年

1
0
人

／
5
年

7
0
.0

%
○

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
3
.4

%

雇
用

の
創

出
で

地
域

を
活

性
化

さ
せ

る

市
内

に
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

や
雇

用
を

創
出

し
、

地
域

経
済

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
た

め
、

創
業

希
望

者
を

掘
り

起
こ

し
、

起
業

し
や

す
い

環
境

を
整

備
し

ま
す

。
ま

た
、

市
内

及
び

近
隣

に
大

学
が

多
数

立
地

す
る

こ
と

か
ら

、
学

生
の

地
域

で
の

就
職

に
向

け
た

取
組

を
進

め
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

住
民

起
業

支
援

塾
た

つ
せ

が
あ

る
課

地
域

の
課

題
を

市
民

が
主

体
と

な
っ

て
解

決
す

る
こ

と
を

目
指

す
「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
」
の

起
業

に
必

要
と

な
る

知
識

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
起

業
者

数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
7
名

が
参

加
す

る
住

民
起

業
支

援
塾

を
8

回
開

催
・
延

べ
5
6
名

・
5
名

が
参

加
す

る
住

民
起

業
支

援
塾

を
8

回
開

催
・
延

べ
3
7
名

・
7
名

が
参

加
す

る
住

民
起

業
支

援
塾

を
8

回
開

催
　

延
べ

4
7
名

1
0
月

か
ら

開
始

予
定

の
起

業
支

援
塾

に
活

か
す

た
め

、
塾

生
の

募
集

対
象

を
検

討
し

、
県

や
周

辺
市

町
村

の
実

績
等

を
調

査
。

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

作
り

を
推

進
し

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容
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施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値
（
H
2
6
）

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.1

%
（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

5
0
%

（
概

ね
5
人

に
1
人

の
割

合
）

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

１
０

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
－

―
2
人

2
0
人

1
0
.0

%
○

誰
も

が
活

躍
で

き
る

役
割

・
し

ご
と

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

地
域

で
「
た

つ
せ

が
あ

る
」
と

思
う

人
の

割
合

3
3
.4

%

雇
用

の
創

出
で

地
域

を
活

性
化

さ
せ

る

市
内

に
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

や
雇

用
を

創
出

し
、

地
域

経
済

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
た

め
、

創
業

希
望

者
を

掘
り

起
こ

し
、

起
業

し
や

す
い

環
境

を
整

備
し

ま
す

。
ま

た
、

市
内

及
び

近
隣

に
大

学
が

多
数

立
地

す
る

こ
と

か
ら

、
学

生
の

地
域

で
の

就
職

に
向

け
た

取
組

を
進

め
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

バ
ン

ク
制

度
事

業
た

つ
せ

が
あ

る
課

企
業

、
団

体
に

協
力

を
呼

び
か

け
、

現
在

、
市

役
所

及
び

市
関

連
施

設
が

実
施

し
て

い
る

イ
ン

タ
ー

ン
の

受
け

入
れ

先
を

拡
大

し
、

希
望

す
る

大
学

生
を

受
け

入
れ

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
バ

ン
ク

制
度

を
構

築
し

ま
す

。

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

参
加

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

先
進

事
例

の
調

査
・
研

究
（
東

京
都

世
田

谷
区

）

「
大

学
連

携
推

進
ビ

ジ
ョ
ン

４
Ｕ

」
に

、
「
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
事

業
と

の
連

携
を

視
野

に
入

れ
る

」
と

明
記

大
学

連
携

の
一

環
と

し
て

、
市

長
秘

書
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

。
愛

知
県

立
大

学
お

よ
び

愛
知

淑
徳

大
学

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

１
名

ず
つ

引
き

受
け

た

友
好

都
市

で
あ

る
長

野
県

南
木

曽
町

か
ら

の
申

し
出

に
よ

り
、

市
内

４
大

学
の

学
生

を
同

町
で

実
施

さ
れ

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

派
遣

で
き

る
よ

う
、

各
大

学
事

務
方

に
周

知

基
本
目
標

市
民

一
人

ひ
と

り
が

、
「
役

割
」
と

「
居

場
所

」
を

持
ち

、
誰

も
が

「
必

要
と

さ
れ

て
い

る
」
こ

と
が

実
感

で
き

る
幸

福
度

の
高

い
ま

ち
を

目
指

し
、

地
域

で
活

躍
で

き
る

体
制

や
仕

組
み

作
り

を
推

進
し

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

28



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
0
.8

%
（
H

2
6
）

6
5
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

１
1

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
3
9
人

／
年

5
2
人

／
年

4
7
人

／
年

5
0
人

／
年

9
4
.0

%
○

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

合
計

特
殊

出
生

率
-

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

5
8
.8

%

妊
娠

か
ら

出
産

、
育

児
へ

の
切

れ
目

の
な

い
支

援

子
ど

も
を

産
み

育
て

よ
う

と
す

る
親

や
子

育
て

を
行

っ
て

い
る

親
が

、
不

安
や

孤
立

感
、

負
担

感
を

乗
り

越
え

ら
れ

る
よ

う
様

々
な

支
援

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
す

。
特

に
、

子
ど

も
を

安
心

し
て

産
み

育
て

ら
れ

る
環

境
の

整
備

の
た

め
、

親
子

の
健

康
支

援
や

情
報

提
供

、
相

談
支

援
体

制
等

、
子

ど
も

や
そ

の
家

族
を

含
め

た
総

合
的

な
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

産
前

産
後

ヘ
ル

パ
ー

派
遣

事
業

健
康

推
進

課

妊
娠

中
又

は
出

産
後

の
体

調
不

良
等

に
よ

り
、

家
事

や
育

児
が

困
難

な
方

に
対

し
、

家
事

ヘ
ル

パ
ー

を
派

遣
し

、
家

事
や

育
児

の
援

助
を

行
い

、
安

心
し

た
生

活
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

し
ま

す
。

産
前

産
後

ヘ
ル

パ
ー

利
用

登
録

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
親

子
（
母

子
）
健

康
手

帳
交

付
後

か
ら

生
後

6
か

月
に

な
る

ま
で

の
市

内
在

住
者

に
対

し
、

家
事

援
助

を
行

う
ヘ

ル
パ

ー
を

派
遣 （
利

用
料

7
0
0
円

。
1
回

2
時

間
ま

で
を

最
大

4
0
回

）
※

利
用

者
数

　
1
6
人

・
親

子
（
母

子
）
健

康
手

帳
交

付
後

か
ら

生
後

6
か

月
に

な
る

ま
で

の
市

内
在

住
者

に
対

し
、

家
事

援
助

を
行

う
ヘ

ル
パ

ー
を

派
遣 （
利

用
料

7
0
0
円

。
1
回

2
時

間
ま

で
を

最
大

4
0
回

）
※

利
用

者
数

　
1
3
人

・
親

子
（
母

子
）
健

康
手

帳
交

付
後

か
ら

生
後

6
か

月
に

な
る

ま
で

の
市

内
在

住
者

に
対

し
、

家
事

援
助

を
行

う
ヘ

ル
パ

ー
を

派
遣 （
利

用
料

7
0
0
円

。
1
回

2
時

間
ま

で
を

最
大

4
0
回

）
※

利
用

者
数

　
1
1
人

・
親

子
（
母

子
）
健

康
手

帳
交

付
後

か
ら

生
後

6
か

月
に

な
る

ま
で

の
市

内
在

住
者

に
対

し
、

家
事

援
助

を
行

う
ヘ

ル
パ

ー
を

派
遣

（
利

用
料

7
0
0
円

。
1
回

2
時

間
ま

で
を

最
大

4
0
回

）
※

利
用

者
数

　
1
1
人

基
本
目
標

子
育

て
世

代
の

環
境

を
改

善
し

、
共

働
き

が
し

や
す

い
環

境
の

実
現

に
向

け
た

支
援

を
進

め
ま

す
。

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

29



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
0
.8

%
（
H

2
6
）

6
5
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

１
２

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
6
3
6
家

庭
／

年
6
4
0
家

庭
／

年
6
6
6
家

庭
／

年
5
0
0
家

庭
／

年
1
3
3
.0

%
◎

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

合
計

特
殊

出
生

率
-

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

5
8
.8

%

妊
娠

か
ら

出
産

、
育

児
へ

の
切

れ
目

の
な

い
支

援

子
ど

も
を

産
み

育
て

よ
う

と
す

る
親

や
子

育
て

を
行

っ
て

い
る

親
が

、
不

安
や

孤
立

感
、

負
担

感
を

乗
り

越
え

ら
れ

る
よ

う
様

々
な

支
援

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
す

。
特

に
、

子
ど

も
を

安
心

し
て

産
み

育
て

ら
れ

る
環

境
の

整
備

の
た

め
、

親
子

の
健

康
支

援
や

情
報

提
供

、
相

談
支

援
体

制
等

、
子

ど
も

や
そ

の
家

族
を

含
め

た
総

合
的

な
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

出
産

祝
い

事
業

（
木

の
お

も
ち

ゃ
等

の
支

給
）

子
ど

も
未

来
課

友
好

都
市

で
あ

る
長

野
県

南
木

曽
町

と
の

地
域

間
交

流
事

業
と

し
て

、
木

曽
の

木
材

を
使

用
し

た
木

の
お

も
ち

ゃ
等

を
出

産
祝

い
と

し
て

配
布

し
ま

す
。

出
産

祝
い

を
届

け
る

家
庭

数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

(H
2
7
事

業
開

始
）

・
市

役
所

か
ら

対
象

家
庭

あ
て

に
「
出

産
祝

い
品

申
込

書
」
を

送
付

（
約

9
割

の
家

庭
が

申
請

）

・
市

役
所

か
ら

対
象

家
庭

あ
て

に
「
出

産
祝

い
品

申
込

書
」
を

送
付

（
約

9
割

の
家

庭
が

申
請

）

・
市

役
所

か
ら

対
象

家
庭

あ
て

に
「
出

産
祝

い
品

申
込

書
」
を

送
付

（
約

9
割

の
家

庭
が

申
請

）

・
市

役
所

か
ら

対
象

家
庭

あ
て

に
「
出

産
祝

い
品

申
込

書
」
（
令

和
元

年
8
月

分
ま

で
）
を

送
付

基
本
目
標

子
育

て
世

代
の

環
境

を
改

善
し

、
共

働
き

が
し

や
す

い
環

境
の

実
現

に
向

け
た

支
援

を
進

め
ま

す
。

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

30



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
0
.8

%
（
H

2
6
）

6
5
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

１
３

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
延

べ
2
2
5
件

／
年

延
べ

7
7
9
件

／
年

延
べ

7
4
0
件

／
年

延
べ

1
0
0
件

／
年

7
4
0
.0

%
◎

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

合
計

特
殊

出
生

率
-

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

5
8
.8

%

妊
娠

か
ら

出
産

、
育

児
へ

の
切

れ
目

の
な

い
支

援

子
ど

も
を

産
み

育
て

よ
う

と
す

る
親

や
子

育
て

を
行

っ
て

い
る

親
が

、
不

安
や

孤
立

感
、

負
担

感
を

乗
り

越
え

ら
れ

る
よ

う
様

々
な

支
援

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
す

。
特

に
、

子
ど

も
を

安
心

し
て

産
み

育
て

ら
れ

る
環

境
の

整
備

の
た

め
、

親
子

の
健

康
支

援
や

情
報

提
供

、
相

談
支

援
体

制
等

、
子

ど
も

や
そ

の
家

族
を

含
め

た
総

合
的

な
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

子
育

て
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

設
置

事
業

子
ど

も
未

来
課

『
子

育
て

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
』
と

し
て

、
子

育
て

支
援

サ
ー

ビ
ス

等
の

情
報

提
供

、
関

連
施

設
と

の
連

絡
調

整
業

務
、

サ
ー

ビ
ス

利
用

に
関

す
る

相
談

業
務

、
待

機
中

の
方

へ
の

ア
フ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

業
務

及
び

小
学

校
低

学
年

の
放

課
後

の
居

場
所

へ
の

つ
な

ぎ
を

行
い

ま
す

。
子

ど
も

を
持

つ
保

護
者

の
相

談
に

応
じ

、
保

護
者

の
ニ

ー
ズ

と
提

供
で

き
る

子
育

て
支

援
サ

ー
ビ

ス
（
幼

稚
園

な
ど

一
部

教
育

サ
ー

ビ
ス

も
含

む
）
を

適
切

に
結

び
つ

け
ま

す
。

子
育

て
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

相
談

件
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
事

業
開

始
・
週

4
日

、
子

育
て

支
援

課
に

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
1
名

（
社

会
福

祉
士

）
を

配
置

①
保

育
を

中
心

と
し

た
相

談
、

助
言

②
保

育
施

設
に

関
す

る
情

報
提

供
・
連

絡
調

整
③

待
機

児
童

へ
他

の
子

育
て

支
援

制
度

に
つ

な
ぐ

た
め

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

っ
た

。

・
週

4
日

、
子

育
て

支
援

課
に

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
1
名

（
社

会
福

祉
士

）
を

配
置

①
保

育
を

中
心

と
し

た
相

談
、

助
言

②
保

育
施

設
に

関
す

る
情

報
提

供
・
連

絡
調

整
③

待
機

児
童

へ
他

の
子

育
て

支
援

制
度

に
つ

な
ぐ

た
め

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

っ
た

。

・
週

5
日

、
子

育
て

支
援

課
に

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
1
名

（
社

会
福

祉
士

）
を

配
置

①
保

育
を

中
心

と
し

た
相

談
、

助
言

②
保

育
施

設
に

関
す

る
情

報
提

供
・
連

絡
調

整
③

待
機

児
童

へ
他

の
子

育
て

支
援

制
度

に
つ

な
ぐ

た
め

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

っ
た

。

・
週

5
日

、
子

育
て

支
援

課
に

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
1
名

（
社

会
福

祉
士

）
を

配
置

①
保

育
を

中
心

と
し

た
相

談
、

助
言

②
保

育
施

設
に

関
す

る
情

報
提

供
・
連

絡
調

整
③

待
機

児
童

へ
他

の
子

育
て

支
援

制
度

に
つ

な
ぐ

た
め

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

っ
た

。
④

母
子

手
帳

交
付

時
や

保
育

園
見

学
者

へ
の

窓
口

以
外

で
の

相
談

の
実

施
。

基
本
目
標

子
育

て
世

代
の

環
境

を
改

善
し

、
共

働
き

が
し

や
す

い
環

境
の

実
現

に
向

け
た

支
援

を
進

め
ま

す
。

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

31



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
0
.8

%
（
H

2
6
）

6
5
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

１
４

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
－

－
延

べ
2
5
0
人

／
年

延
べ

6
0
0
人

／
年

4
1
.7

%
○

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

合
計

特
殊

出
生

率
-

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

5
8
.8

%

妊
娠

か
ら

出
産

、
育

児
へ

の
切

れ
目

の
な

い
支

援

子
ど

も
を

産
み

育
て

よ
う

と
す

る
親

や
子

育
て

を
行

っ
て

い
る

親
が

、
不

安
や

孤
立

感
、

負
担

感
を

乗
り

越
え

ら
れ

る
よ

う
様

々
な

支
援

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
す

。
特

に
、

子
ど

も
を

安
心

し
て

産
み

育
て

ら
れ

る
環

境
の

整
備

の
た

め
、

親
子

の
健

康
支

援
や

情
報

提
供

、
相

談
支

援
体

制
等

、
子

ど
も

や
そ

の
家

族
を

含
め

た
総

合
的

な
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

休
日

保
育

の
実

施
子

ど
も

未
来

課

働
き

た
い

と
考

え
て

い
る

保
護

者
や

、
働

き
な

が
ら

子
育

て
を

し
て

い
る

保
護

者
の

ニ
ー

ズ
に

柔
軟

に
対

応
す

る
た

め
、

休
日

に
お

け
る

保
育

を
実

施
し

ま
す

。

休
日

保
育

利
用

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
休

日
保

育
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

た
め

長
久

手
市

の
在

園
児

の
保

護
者

就
労

状
況

の
把

握

・
休

日
保

育
を

実
施

す
る

保
育

園
の

調
整

及
び

実
施

に
向

け
た

準
備

5
月

6
日

か
ら

事
業

開
始

・
登

録
人

数
　

3
5
人

・
延

べ
利

用
人

数
　

５
７

人
（
一

日
あ

た
り

の
受

け
入

れ
可

能
人

数
は

8
人

）

ア
ス

ク
は

な
み

ず
き

保
育

園
に

お
い

て
実

施
。

・
登

録
人

数
　

3
7
人

・
延

べ
利

用
人

数
　

1
0
8
人

（
8
月

末
現

在
）

基
本
目
標

子
育

て
世

代
の

環
境

を
改

善
し

、
共

働
き

が
し

や
す

い
環

境
の

実
現

に
向

け
た

支
援

を
進

め
ま

す
。

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

32



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
0
.8

%
（
H

2
6
）

6
5
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

１
５

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
6
9
.4

％
／

年
9
6
.2

％
／

年
9
4
.4

％
／

年
8
0
％

／
年

1
1
8
.0

%
◎

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

合
計

特
殊

出
生

率
-

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

5
8
.8

%

妊
娠

か
ら

出
産

、
育

児
へ

の
切

れ
目

の
な

い
支

援

子
ど

も
を

産
み

育
て

よ
う

と
す

る
親

や
子

育
て

を
行

っ
て

い
る

親
が

、
不

安
や

孤
立

感
、

負
担

感
を

乗
り

越
え

ら
れ

る
よ

う
様

々
な

支
援

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
す

。
特

に
、

子
ど

も
を

安
心

し
て

産
み

育
て

ら
れ

る
環

境
の

整
備

の
た

め
、

親
子

の
健

康
支

援
や

情
報

提
供

、
相

談
支

援
体

制
等

、
子

ど
も

や
そ

の
家

族
を

含
め

た
総

合
的

な
支

援
を

実
施

し
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

産
後

健
康

診
査

事
業

健
康

推
進

課

出
産

後
の

母
体

の
健

康
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
経

済
的

な
負

担
を

軽
減

す
る

た
め

産
後

健
康

診
査

の
公

費
負

担
助

成
を

実
施

し
ま

す
。

産
後

健
康

診
査

受
診

率

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
事

業
開

始
・
本

市
に

住
所

の
あ

る
母

親
に

対
し

、
産

後
8
週

以
内

（
出

産
の

翌
日

か
ら

5
6
日

間
）
に

受
け

た
産

後
健

診
1
回

分
を

助
成

す
る

（
上

限
金

額
5
,0

0
0
円

）
・
対

象
者

6
4
4
人

中
4
4
7
人

が
実

施

・
本

市
に

住
所

の
あ

る
母

親
に

対
し

、
産

後
8
週

以
内

（
出

産
の

翌
日

か
ら

5
6
日

間
）
に

受
け

た
産

婦
健

診
1
回

分
を

助
成

す
る

（
上

限
金

額
5
,0

0
0
円

）
・
対

象
者

6
7
6
人

中
6
5
0
人

が
実

施

・
本

市
に

住
所

の
あ

る
母

親
に

対
し

、
産

後
8
週

以
内

（
出

産
の

翌
日

か
ら

5
6
日

間
）
に

受
け

た
産

婦
健

診
1
回

分
を

助
成

す
る

（
上

限
金

額
5
,0

0
0
円

）
・
対

象
7
1
1
人

中
6
7
1
人

が
実

施

・
本

市
に

住
所

の
あ

る
母

親
に

対
し

、
産

後
8
週

以
内

（
出

産
の

翌
日

か
ら

5
6
日

間
）
に

受
け

た
産

婦
健

診
1
回

分
を

助
成

す
る

（
上

限
金

額
5
,0

0
0
円

）
・
対

象
3
3
3
人

中
3
2
2
人

が
実

施

基
本
目
標

子
育

て
世

代
の

環
境

を
改

善
し

、
共

働
き

が
し

や
す

い
環

境
の

実
現

に
向

け
た

支
援

を
進

め
ま

す
。

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容
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施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
0
.8

%
（
H

2
6
）

6
5
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

１
６

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
延

べ
5
0
9
人

／
年

延
べ

7
2
4
人

／
年

延
べ

9
4
9
人

／
年

延
べ

3
6
0
人

／
年

2
6
3
.6

%
◎

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

合
計

特
殊

出
生

率
-

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

5
8
.8

%

地
域

で
支

え
合

う
子

育
て

支
援

核
家

族
化

の
進

展
や

地
域

の
つ

な
が

り
の

希
薄

化
に

よ
り

、
高

齢
者

や
近

隣
の

住
民

等
か

ら
子

育
て

に
対

す
る

助
言

や
支

援
、

協
力

を
得

る
こ

と
が

困
難

な
状

況
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

状
況

の
中

、
か

つ
て

地
域

で
担

っ
て

い
た

役
割

を
取

り
戻

し
、

お
互

い
に

支
え

合
う

こ
と

で
、

一
丸

と
な

っ
て

子
育

て
を

支
援

す
る

環
境

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

保
育

園
、

児
童

館
等

で
の

地
域

交
流

事
業

（
「
保

育
園

お
た

す
け

た
い

」
事

業
）

子
ど

も
未

来
課

若
者

か
ら

高
齢

者
ま

で
幅

広
い

世
代

の
地

域
住

民
が

保
育

園
や

児
童

館
、

児
童

ク
ラ

ブ
等

の
環

境
整

備
や

行
事

の
補

助
な

ど
に

知
識

や
能

力
を

活
か

し
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
関

わ
り

、
子

ど
も

た
ち

と
交

流
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
に

根
ざ

し
た

保
育

園
、

児
童

館
等

を
目

指
し

ま
す

。

保
育

園
、

児
童

館
等

で
の

地
域

交
流

事
業

参
加

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
児

童
館

お
た

す
け

た
い

…
6
施

設
で

実
施

、
講

座
の

開
催

や
館

外
整

備
等

の
お

手
伝

い
／

登
録

数
5
0
人

・
保

育
園

お
た

す
け

た
い

…
7
施

設
で

実
施

、
清

掃
や

草
取

り
な

ど
の

環
境

整
備

、
園

児
の

散
歩

同
行

等
の

お
手

伝
い

／
登

録
数

6
0
人

・
児

童
館

お
た

す
け

た
い

…
6
施

設
で

実
施

、
講

座
の

開
催

や
館

外
整

備
等

の
お

手
伝

い
／

登
録

数
5
7
人

・
保

育
園

お
た

す
け

た
い

…
7
施

設
で

実
施

、
清

掃
や

草
取

り
な

ど
の

環
境

整
備

、
園

児
の

散
歩

同
行

等
の

お
手

伝
い

／
登

録
数

6
2
人

・
西

保
育

園
に

「
保

育
園

お
た

す
け

た
い

」
の

活
動

拠
点

を
整

備
（
国

の
交

付
金

を
活

用
）
。

・
児

童
館

お
た

す
け

た
い

…
6
施

設
で

実
施

、
講

座
の

開
催

や
館

外
整

備
等

の
お

手
伝

い
／

登
録

数
3
3
人

・
保

育
園

お
た

す
け

た
い

…
7
施

設
で

実
施

、
清

掃
や

草
取

り
な

ど
の

環
境

整
備

、
園

児
の

散
歩

同
行

等
の

お
手

伝
い

／
登

録
数

6
7
人

・
児

童
館

お
た

す
け

た
い

…
6
施

設
で

実
施

、
講

座
の

開
催

や
館

外
整

備
等

の
お

手
伝

い
／

登
録

数
5
9
人

・
保

育
園

お
た

す
け

た
い

…
7
施

設
で

実
施

、
清

掃
や

草
取

り
な

ど
の

環
境

整
備

、
園

児
の

散
歩

同
行

等
の

お
手

伝
い

／
登

録
数

7
0
人

基
本
目
標

子
育

て
世

代
の

環
境

を
改

善
し

、
共

働
き

が
し

や
す

い
環

境
の

実
現

に
向

け
た

支
援

を
進

め
ま

す
。

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

34



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
0
.8

%
（
H

2
6
）

6
5
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

１
７

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
2
0
0
人

／
年

2
7
0
人

／
年

3
6
0
人

／
年

7
0
0
人

／
年

5
1
.4

%
○

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

合
計

特
殊

出
生

率
-

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

5
8
.8

%

地
域

で
支

え
合

う
子

育
て

支
援

核
家

族
化

の
進

展
や

地
域

の
つ

な
が

り
の

希
薄

化
に

よ
り

、
高

齢
者

や
近

隣
の

住
民

等
か

ら
子

育
て

に
対

す
る

助
言

や
支

援
、

協
力

を
得

る
こ

と
が

困
難

な
状

況
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

状
況

の
中

、
か

つ
て

地
域

で
担

っ
て

い
た

役
割

を
取

り
戻

し
、

お
互

い
に

支
え

合
う

こ
と

で
、

一
丸

と
な

っ
て

子
育

て
を

支
援

す
る

環
境

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

地
域

学
校

サ
ポ

ー
ト
事

業
教

育
総

務
課

学
校

、
保

護
者

、
地

域
が

と
も

に
連

携
し

、
子

ど
も

た
ち

が
安

心
、

安
全

な
生

活
が

で
き

る
よ

う
に

サ
ポ

ー
ト
し

ま
す

。
登

下
校

時
の

見
守

り
や

、
授

業
中

に
お

け
る

障
が

い
の

あ
る

子
な

ど
の

支
援

を
サ

ポ
ー

ト
隊

が
行

い
、

地
域

で
、

子
ど

も
を

育
て

て
い

く
関

係
を

構
築

し
ま

す
。

地
域

学
校

サ
ポ

ー
ト
隊

参
加

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
登

下
校

の
見

守
り

活
動

を
中

心
に

、
市

全
体

で
2
0
0
人

が
地

域
学

校
サ

ポ
ー

ト
隊

に
参

加

・
登

下
校

の
見

守
り

活
動

、
学

校
敷

地
内

の
除

草
・
植

え
込

み
の

剪
定

等
の

環
境

美
化

活
動

、
朝

の
活

動
時

間
を

利
用

し
た

読
み

聞
か

せ
活

動
に

、
保

護
者

や
地

域
の

方
に

関
わ

っ
て

い
た

だ
い

た
。

・
地

域
学

校
協

働
活

動
の

推
進

に
向

け
て

、
学

校
と

地
域

の
連

携
・
協

働
を

推
進

す
る

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
長

久
手

小
学

校
区

に
1
人

配
置

し
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
現

状
把

握
を

行
っ

た
。

・
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
て

い
る

長
久

手
小

学
校

区
を

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

と
し

、
地

域
学

校
協

働
本

部
の

設
立

に
向

け
た

、
設

置
要

綱
や

組
織

体
制

の
検

討
な

ど
の

仕
組

み
作

り
を

進
め

て
い

る
。

基
本
目
標

子
育

て
世

代
の

環
境

を
改

善
し

、
共

働
き

が
し

や
す

い
環

境
の

実
現

に
向

け
た

支
援

を
進

め
ま

す
。

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容
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施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
0
.8

%
（
H

2
6
）

6
5
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

１
８

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
－

―
―

6
0
人

／
年

-
△

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

合
計

特
殊

出
生

率
-

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

5
8
.8

%

地
域

で
支

え
合

う
子

育
て

支
援

核
家

族
化

の
進

展
や

地
域

の
つ

な
が

り
の

希
薄

化
に

よ
り

、
高

齢
者

や
近

隣
の

住
民

等
か

ら
子

育
て

に
対

す
る

助
言

や
支

援
、

協
力

を
得

る
こ

と
が

困
難

な
状

況
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

状
況

の
中

、
か

つ
て

地
域

で
担

っ
て

い
た

役
割

を
取

り
戻

し
、

お
互

い
に

支
え

合
う

こ
と

で
、

一
丸

と
な

っ
て

子
育

て
を

支
援

す
る

環
境

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

子
ど

も
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

（
こ

ど
も

の
夢

サ
ポ

ー
ト
事

業
）

教
育

総
務

課

子
ど

も
の

積
極

的
な

学
習

等
の

取
り

組
み

を
応

援
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

の
主

体
性

を
育

成
し

ま
す

。
子

ど
も

が
抱

い
た

「
夢

」
や

「
学

習
」
等

に
対

し
て

、
子

ど
も

自
ら

課
題

を
見

つ
け

、
達

成
す

る
過

程
で

主
体

性
を

育
て

て
い

き
、

大
人

は
最

小
限

の
助

言
を

し
ま

す
。

子
ど

も
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

参
加

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
先

進
実

施
自

治
体

で
あ

る
瀬

戸
市

教
育

委
員

会
の

方
を

講
師

に
招

き
、

事
例

等
を

紹
介

す
る

勉
強

会
を

市
民

と
行

っ
た

。
参

加
者

数
　

6
0
人

・
市

民
主

体
で

事
業

を
実

施
す

る
方

法
に

つ
い

て
、

調
査

や
研

究
を

行
っ

た
。

・
令

和
元

年
度

か
ら

の
事

業
実

施
に

向
け

て
、

事
業

の
運

営
や

子
ど

も
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
サ

ポ
ー

ト
を

行
う

有
志

ス
タ

ッ
フ

を
募

り
、

事
業

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
作

成
し

た
。

・
市

民
を

初
め

と
す

る
有

志
ス

タ
ッ

フ
と

協
働

し
、

長
久

手
市

立
小

中
学

校
の

児
童

生
徒

（
小

学
４

年
生

か
ら

中
学

3
年

生
）
を

対
象

と
し

て
、

「
み

ん
チ

ャ
レ

（
み

ん
な

が
チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー

）
」
の

名
称

で
事

業
を

実
施

し
た

。
参

加
者

数
：
1
1
名

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー

）

基
本
目
標

子
育

て
世

代
の

環
境

を
改

善
し

、
共

働
き

が
し

や
す

い
環

境
の

実
現

に
向

け
た

支
援

を
進

め
ま

す
。

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

36



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
0
.8

%
（
H

2
6
）

6
5
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

１
９

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
延

べ
2
6
4
人

／
年

延
べ

4
8
0
人

／
年

延
べ

4
1
0
人

／
年

延
べ

2
0
0
人

／
年

2
0
5
.0

%
◎

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

合
計

特
殊

出
生

率
-

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

5
8
.8

%

地
域

で
支

え
合

う
子

育
て

支
援

核
家

族
化

の
進

展
や

地
域

の
つ

な
が

り
の

希
薄

化
に

よ
り

、
高

齢
者

や
近

隣
の

住
民

等
か

ら
子

育
て

に
対

す
る

助
言

や
支

援
、

協
力

を
得

る
こ

と
が

困
難

な
状

況
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

状
況

の
中

、
か

つ
て

地
域

で
担

っ
て

い
た

役
割

を
取

り
戻

し
、

お
互

い
に

支
え

合
う

こ
と

で
、

一
丸

と
な

っ
て

子
育

て
を

支
援

す
る

環
境

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

土
曜

日
学

習
サ

ポ
ー

ト
事

業
生

涯
学

習
課

子
ど

も
た

ち
に

、
学

ぶ
楽

し
さ

を
教

え
、

基
礎

学
力

の
向

上
や

学
習

習
慣

の
定

着
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

土
曜

日
に

学
習

等
の

機
会

を
提

供
し

ま
す

。

土
曜

日
学

習
サ

ポ
ー

ト
事

業
参

加
者

数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
公

民
館

で
市

内
小

学
校

1
年

生
か

ら
4
年

生
ま

で
の

土
曜

英
語

事
業

を
試

行
（
1
、

2
年

生
）
2
0
人

×
8
回

＝
延

べ
1
6
0
人

参
加 （
3
、

4
年

生
）
1
3
人

×
8
回

＝
延

べ
1
0
4
人

・
公

民
館

で
市

内
小

学
校

1
年

生
か

ら
4
年

生
ま

で
の

土
曜

英
語

事
業

を
試

行
（
1
、

2
年

生
）
4
0
人

×
8
回

＝
延

べ
3
2
0
人

参
加 （
3
、

4
年

生
）
2
0
人

×
8
回

＝
延

べ
1
6
0
人

参
加

・
公

民
館

で
市

内
小

学
校

1
年

生
か

ら
2
年

生
ま

で
の

土
曜

英
語

事
業

を
実

施
（
1
、

2
年

生
）
6
0
人

×
8
回

-
欠

席
分

＝
延

べ
4
1
0
人

参
加

土
曜

英
語

事
業

の
受

講
生

を
募

集
し

、
定

員
を

上
回

る
応

募
が

あ
っ

た
。

募
集

人
数

　
（
１

、
２

年
生

）
2
0
人

×
3
ク

ラ
ス

＝
6
0
人

募
集

結
果

　
1
0
0
名

受
付

基
本
目
標

子
育

て
世

代
の

環
境

を
改

善
し

、
共

働
き

が
し

や
す

い
環

境
の

実
現

に
向

け
た

支
援

を
進

め
ま

す
。

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

37



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

1
.5

5
（
H

2
4
）

1
.6

5
0
.8

%
（
H

2
6
）

6
5
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

２
０

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

延
べ

7
,3

1
2
人

／
年

延
べ

1
1
,6

9
1
人

／
年

延
べ

1
3
,7

5
9
人

／
年

延
べ

1
6
,9

0
2
人

／
年

延
べ

2
0
,0

0
0
人

／
年

8
4
.5

%
○

子
ど

も
を

通
し

て
家

族
と

地
域

の
輪

が
広

が
る

ま
ち

を
つ

く
る

数
値
目
標

指
標
名

実
績
値
（
R
1
）

合
計

特
殊

出
生

率
-

安
心

し
て

子
ど

も
を

産
み

、
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

だ
と

思
う

人
の

割
合

5
8
.8

%

地
域

で
支

え
合

う
子

育
て

支
援

核
家

族
化

の
進

展
や

地
域

の
つ

な
が

り
の

希
薄

化
に

よ
り

、
高

齢
者

や
近

隣
の

住
民

等
か

ら
子

育
て

に
対

す
る

助
言

や
支

援
、

協
力

を
得

る
こ

と
が

困
難

な
状

況
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

状
況

の
中

、
か

つ
て

地
域

で
担

っ
て

い
た

役
割

を
取

り
戻

し
、

お
互

い
に

支
え

合
う

こ
と

で
、

一
丸

と
な

っ
て

子
育

て
を

支
援

す
る

環
境

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

放
課

後
子

ど
も

教
室

の
拡

充
子

ど
も

未
来

課

放
課

後
に

小
学

校
の

教
室

を
活

用
し

、
小

学
生

が
安

心
・
安

全
に

集
う

こ
と

が
で

き
る

居
場

所
と

し
て

様
々

な
体

験
・
自

主
学

習
・
交

流
活

動
を

行
い

ま
す

。
現

在
、

西
小

学
校

、
南

小
学

校
の

２
校

で
実

施
し

て
お

り
、

今
後

、
東

小
学

校
の

増
築

に
あ

わ
せ

て
、

事
業

の
拡

充
を

は
か

り
、

平
成

３
１

年
度

を
目

標
に

全
小

学
校

区
で

開
室

し
ま

す
。

放
課

後
子

ど
も

教
室

利
用

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
西

小
（
2
2
3
回

、
延

べ
3
,3

0
0
人

）
・
南

小
（
2
2
9
回

、
延

べ
4
7
6
1
人

）
・
東

小
（
2
3
0
回

、
延

べ
3
,6

3
0
人

）
の

3
小

学
校

で
実

施

・
西

小
（
2
2
0
回

、
延

べ
4
,0

9
7
人

）
・
南

小
（
2
2
9
回

、
延

べ
4
,3

6
5
人

）
・
東

小
（
2
1
9
回

、
延

べ
5
,2

9
7
人

）
の

3
小

学
校

で
実

施

・
西

小
（
2
1
5
回

、
延

べ
5
,3

7
6
人

）
・
南

小
（
2
2
5
回

、
延

べ
5
,2

8
9
人

）
・
東

小
（
2
1
7
回

、
延

べ
6
,2

3
7
人

）
の

3
小

学
校

で
実

施

南
小

学
校

と
北

小
学

校
に

お
い

て
、

放
課

後
子

ど
も

教
室

と
児

童
ク

ラ
ブ

を
実

施
す

る
た

め
の

、
多

目
的

棟
を

整
備

し
た

。

・
西

小
（
8
4
回

、
延

べ
2
,2

9
6
人

）
・
南

小
（
8
9
回

、
延

べ
2
,4

5
5
人

）
・
東

小
（
8
9
回

、
延

べ
2
,7

6
1
人

）
・
北

小
（
8
9
回

、
延

べ
1
,9

5
6
人

）
の

4
小

学
校

で
実

施

平
成

3
1
年

4
月

か
ら

北
小

学
校

に
お

い
て

、
放

課
後

子
ど

も
教

室
を

開
所

し
た

。

基
本
目
標

子
育

て
世

代
の

環
境

を
改

善
し

、
共

働
き

が
し

や
す

い
環

境
の

実
現

に
向

け
た

支
援

を
進

め
ま

す
。

保
育

サ
ー

ビ
ス

や
教

育
環

境
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
身

近
な

地
域

で
支

え
合

う
多

様
な

視
点

に
立

っ
た

子
育

て
し

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容
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施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.2

%
（
H

2
6
）

5
0
%

男
性

7
9
.7

歳
（
H

2
2
）

女
性

8
3
.5

歳
（
H

2
2
）

延
伸

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

２
1

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
0
地

区
／

2
年

１
地

区
／

３
年

２
地

区
／

４
年

6
地

区
／

5
年

3
3
.3

%
○

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
8
.9

%
(R

1
)

健
康

寿
命

男
性

8
0
.2

歳
(H

2
7
)

女
性

8
5
.0

歳
(H

2
7
)

市
民

が
支

え
合

う
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

つ
く

る

行
政

で
は

対
応

で
き

な
い

地
域

の
問

題
解

決
や

、
緊

急
時

に
お

互
い

を
助

け
合

え
る

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

役
割

が
重

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
地

域
の

中
で

市
民

同
士

が
協

力
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

小
学

校
区

単
位

の
小

さ
な

自
治

の
実

現
と

市
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

活
動

を
進

め
る

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
を

構
築

し
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

小
さ

な
拠

点
形

成
事

業
（
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
設

立
と

交
流

拠
点

整
備

）
た

つ
せ

が
あ

る
課

小
学

校
区

単
位

で
地

域
活

動
を

行
っ

て
い

る
様

々
な

活
動

団
体

（
組

織
）
を

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
し

て
、

「
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
」
を

設
立

し
、

地
域

の
課

題
を

解
決

す
る

取
組

を
実

施
す

る
仕

組
づ

く
り

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
の

活
動

及
び

地
域

交
流

の
拠

点
と

な
る

地
域

共
生

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
小

学
校

区
ご

と
に

整
備

し
ま

す
。

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

設
立

地
区

数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
北

小
学

校
区

で
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
設

立
に

向
け

た
検

討
会

を
立

ち
上

げ

・
Ｈ

2
9
.4

西
小

学
校

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
設

立
・
市

が
洞

小
校

区
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

の
共

用
開

始

・
Ｈ

3
0
.1

1
市

が
洞

小
学

校
区

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

設
立

・
Ｈ

3
0
.７

北
小

学
校

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
設

立
準

備
会

設
立

・
H

3
0
.6

岩
作

区
に

対
し

て
、

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

に
つ

い
て

説
明

を
実

施

・
R
1
.6

南
小

学
校

区
に

て
、

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

設
立

に
向

け
た

キ
ッ

ク
オ

フ
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

基
本
目
標

今
後

も
人

口
の

増
加

が
見

込
ま

れ
つ

つ
も

、
将

来
訪

れ
る

少
子

高
齢

化
に

よ
る

生
産

年
齢

人
口

の
減

少
で

、
財

政
規

模
の

縮
小

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

低
下

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

ら
の

課
題

の
解

決
に

は
市

民
の

力
が

不
可

欠
と

な
り

ま
す

。
今

の
う

ち
か

ら
市

民
が

自
ら

地
域

の
課

題
を

解
決

す
る

力
を

身
に

つ
け

、
さ

ら
に

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
性

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

同
士

の
生

活
支

援
に

つ
な

が
る

取
組

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
い

つ
ま

で
も

元
気

に
活

動
で

き
る

よ
う

、
市

民
の

健
康

増
進

を
支

援
し

、
生

涯
を

通
じ

て
い

き
い

き
と

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
場

の
創

出
や

、
健

康
寿

命
の

延
伸

を
図

り
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容
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施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.2

%
（
H

2
6
）

5
0
%

男
性

7
9
.7

歳
（
H

2
2
）

女
性

8
3
.5

歳
（
H

2
2
）

延
伸

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

２
２

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

2
事

業
／

年
1
0
事

業
／

年
-

-
2
0
事

業
／

年
-

－

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
8
.9

%
(R

1
)

健
康

寿
命

男
性

8
0
.2

歳
(H

2
7
)

女
性

8
5
.0

歳
(H

2
7
)

市
民

が
支

え
合

う
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

つ
く

る

行
政

で
は

対
応

で
き

な
い

地
域

の
問

題
解

決
や

、
緊

急
時

に
お

互
い

を
助

け
合

え
る

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

役
割

が
重

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
地

域
の

中
で

市
民

同
士

が
協

力
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

小
学

校
区

単
位

の
小

さ
な

自
治

の
実

現
と

市
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

活
動

を
進

め
る

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
を

構
築

し
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

市
民

と
職

員
に

よ
る

市
民

協
働

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

た
つ

せ
が

あ
る

課

地
域

の
こ

と
は

地
域

で
考

え
、

地
域

で
取

り
組

む
「
新

し
い

ま
ち

づ
く

り
の

仕
組

み
」
を

つ
く

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

市
民

と
市

職
員

で
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

地
域

と
連

携
し

た
事

業
を

進
め

て
い

く
と

と
も

に
、

市
の

施
策

や
事

業
と

協
働

す
る

こ
と

で
「
ま

ち
づ

く
り

」
に

関
わ

っ
て

い
き

ま
す

。

市
民

と
職

員
に

よ
る

市
民

協
働

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

が
関

わ
っ

た
事

業
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
フ

ッ
ト
サ

ル
や

ジ
ョ
ギ

ン
グ

の
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
多

世
代

が
交

流
す

る
イ

ベ
ン

ト
等

を
実

施

・
防

犯
活

動
と

し
て

の
ジ

ョ
ギ

ン
グ

パ
ト
ロ

ー
ル

、
各

種
計

画
づ

く
り

等
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
メ

ン
バ

ー
が

参
加

※
市

の
事

業
と

し
て

は
、

終
了

・
防

犯
活

動
と

し
て

の
ジ

ョ
ギ

ン
グ

パ
ト
ロ

ー
ル

、
各

種
計

画
づ

く
り

等
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
メ

ン
バ

ー
が

参
加

・
防

犯
活

動
と

し
て

の
ジ

ョ
ギ

ン
グ

パ
ト
ロ

ー
ル

、
各

種
計

画
づ

く
り

等
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
メ

ン
バ

ー
が

参
加

基
本
目
標

今
後

も
人

口
の

増
加

が
見

込
ま

れ
つ

つ
も

、
将

来
訪

れ
る

少
子

高
齢

化
に

よ
る

生
産

年
齢

人
口

の
減

少
で

、
財

政
規

模
の

縮
小

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

低
下

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

ら
の

課
題

の
解

決
に

は
市

民
の

力
が

不
可

欠
と

な
り

ま
す

。
今

の
う

ち
か

ら
市

民
が

自
ら

地
域

の
課

題
を

解
決

す
る

力
を

身
に

つ
け

、
さ

ら
に

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
性

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

同
士

の
生

活
支

援
に

つ
な

が
る

取
組

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
い

つ
ま

で
も

元
気

に
活

動
で

き
る

よ
う

、
市

民
の

健
康

増
進

を
支

援
し

、
生

涯
を

通
じ

て
い

き
い

き
と

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
場

の
創

出
や

、
健

康
寿

命
の

延
伸

を
図

り
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

40



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.2

%
（
H

2
6
）

5
0
%

男
性

7
9
.7

歳
（
H

2
2
）

女
性

8
3
.5

歳
（
H

2
2
）

延
伸

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

２
３

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

延
べ

3
7
0
件

／
年

延
べ

2
,1

6
7
件

／
年

延
べ

3
,0

5
8
件

／
年

延
べ

3
,2

8
6
件

／
年

延
べ

3
,6

0
0
件

／
年

9
1
.3

%
○

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
8
.9

%
(R

1
)

健
康

寿
命

男
性

8
0
.2

歳
(H

2
7
)

女
性

8
5
.0

歳
(H

2
7
)

市
民

が
支

え
合

う
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

つ
く

る

行
政

で
は

対
応

で
き

な
い

地
域

の
問

題
解

決
や

、
緊

急
時

に
お

互
い

を
助

け
合

え
る

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

役
割

が
重

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
地

域
の

中
で

市
民

同
士

が
協

力
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

小
学

校
区

単
位

の
小

さ
な

自
治

の
実

現
と

市
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

活
動

を
進

め
る

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
を

構
築

し
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

配
置

事
業

福
祉

課

各
小

学
校

区
に

配
置

す
る

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

が
中

心
と

な
っ

て
設

置
す

る
地

区
社

協
が

、
地

域
福

祉
の

課
題

解
決

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
介

護
保

険
の

対
象

と
な

ら
な

い
高

齢
者

や
閉

じ
こ

も
り

が
ち

な
高

齢
者

、
子

育
て

相
談

、
Ｄ

Ｖ
相

談
、

若
者

の
不

登
校

や
ひ

き
こ

も
り

、
障

が
い

者
の

就
労

支
援

な
ど

、
制

度
の

狭
間

で
困

っ
て

い
る

人
を

支
援

し
ま

す
。

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

相
談

件
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
西

小
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

や
社

会
福

祉
協

議
会

等
で

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
よ

る
相

談
を

実
施

・
西

小
、

北
小

及
び

市
が

洞
小

学
校

区
で

実
施

・
地

域
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

（
西

小
・
市

が
洞

小
）
や

社
会

福
祉

協
議

会
等

で
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
よ

る
相

談
を

実
施

・
西

小
、

北
小

、
市

が
洞

小
及

び
南

小
学

校
区

で
実

施

・
地

域
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

（
西

小
・
市

が
洞

小
）
や

社
会

福
祉

協
議

会
等

で
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
よ

る
相

談
を

実
施

・
西

小
、

北
小

、
市

が
洞

小
及

び
南

小
学

校
区

で
実

施
・
未

実
施

の
東

小
及

び
長

久
手

小
学

校
区

で
の

実
施

に
向

け
て

検
討

開
始

・
地

域
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

（
西

小
・
市

が
洞

小
）
や

社
会

福
祉

協
議

会
等

で
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
よ

る
相

談
を

実
施

・
長

久
手

小
学

校
区

以
外

の
５

地
区

に
お

い
て

、
Ｃ

Ｓ
Ｗ

を
配

置

基
本
目
標

今
後

も
人

口
の

増
加

が
見

込
ま

れ
つ

つ
も

、
将

来
訪

れ
る

少
子

高
齢

化
に

よ
る

生
産

年
齢

人
口

の
減

少
で

、
財

政
規

模
の

縮
小

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

低
下

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

ら
の

課
題

の
解

決
に

は
市

民
の

力
が

不
可

欠
と

な
り

ま
す

。
今

の
う

ち
か

ら
市

民
が

自
ら

地
域

の
課

題
を

解
決

す
る

力
を

身
に

つ
け

、
さ

ら
に

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
性

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

同
士

の
生

活
支

援
に

つ
な

が
る

取
組

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
い

つ
ま

で
も

元
気

に
活

動
で

き
る

よ
う

、
市

民
の

健
康

増
進

を
支

援
し

、
生

涯
を

通
じ

て
い

き
い

き
と

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
場

の
創

出
や

、
健

康
寿

命
の

延
伸

を
図

り
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容
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施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.2

%
（
H

2
6
）

5
0
%

男
性

7
9
.7

歳
（
H

2
2
）

女
性

8
3
.5

歳
（
H

2
2
）

延
伸

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

２
４

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
－

3
1
人

／
年

4
2
人

/
年

3
0
人

／
年

1
4
0
.0

%
◎

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
8
.9

%
(R

1
)

健
康

寿
命

男
性

8
0
.2

歳
(H

2
7
)

女
性

8
5
.0

歳
(H

2
7
)

市
民

が
支

え
合

う
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

つ
く

る

行
政

で
は

対
応

で
き

な
い

地
域

の
問

題
解

決
や

、
緊

急
時

に
お

互
い

を
助

け
合

え
る

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

に
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

役
割

が
重

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
地

域
の

中
で

市
民

同
士

が
協

力
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

小
学

校
区

単
位

の
小

さ
な

自
治

の
実

現
と

市
民

主
体

の
地

域
づ

く
り

活
動

を
進

め
る

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
を

構
築

し
ま

す
。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

子
ど

も
防

火
活

動
事

業
安

心
安

全
課

小
学

生
の

頃
か

ら
防

火
や

防
災

に
つ

い
て

学
ん

で
も

ら
い

、
将

来
の

地
域

防
火

や
防

災
の

担
い

手
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

設
立

し
ま

す
。

子
ど

も
防

火
活

動
登

録
者

数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
先

進
事

例
の

視
察

（
千

葉
県

浦
安

市
）

・
９

月
に

長
久

手
市

キ
ッ

ズ
消

防
団

を
結

団
し

、
3
1
人

（
男

2
0
人

・
女

1
1
人

）
が

入
団

・
キ

ッ
ズ

消
防

団
の

F
ac

eb
o
o
kペ

ー
ジ

を
開

設
・
月

１
回

の
ペ

ー
ス

で
活

動
を

実
施

４
２

名
（
男

2
4
人

・
女

1
8
人

）
で

活
動

月
１

回
の

ペ
ー

ス
で

活
動

を
実

施
R
1
年

4
月

に
2
2
名

の
新

規
団

員
が

入
団

。
現

在
、

５
２

名
で

活
動

中

基
本
目
標

今
後

も
人

口
の

増
加

が
見

込
ま

れ
つ

つ
も

、
将

来
訪

れ
る

少
子

高
齢

化
に

よ
る

生
産

年
齢

人
口

の
減

少
で

、
財

政
規

模
の

縮
小

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

低
下

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

ら
の

課
題

の
解

決
に

は
市

民
の

力
が

不
可

欠
と

な
り

ま
す

。
今

の
う

ち
か

ら
市

民
が

自
ら

地
域

の
課

題
を

解
決

す
る

力
を

身
に

つ
け

、
さ

ら
に

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
性

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

同
士

の
生

活
支

援
に

つ
な

が
る

取
組

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
い

つ
ま

で
も

元
気

に
活

動
で

き
る

よ
う

、
市

民
の

健
康

増
進

を
支

援
し

、
生

涯
を

通
じ

て
い

き
い

き
と

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
場

の
創

出
や

、
健

康
寿

命
の

延
伸

を
図

り
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

42



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.2

%
（
H

2
6
）

5
0
%

男
性

7
9
.7

歳
（
H

2
2
）

女
性

8
3
.5

歳
（
H

2
2
）

延
伸

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

２
５

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
1
2
1
人

／
年

1
7
6
人

／
年

3
1
6
人

／
年

1
5
0
人

／
年

2
1
0
.7

%
◎

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
8
.9

%
(R

1
)

健
康

寿
命

男
性

8
0
.2

歳
(H

2
7
)

女
性

8
5
.0

歳
(H

2
7
)

市
民

の
健

康
寿

命
を

延
ば

す

若
い

世
代

の
多

い
本

市
に

お
い

て
も

、
確

実
に

高
齢

化
が

進
む

こ
と

か
ら

、
市

民
一

人
ひ

と
り

が
生

活
習

慣
を

改
善

し
、

健
康

を
維

持
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

い
つ

ま
で

も
元

気
に

活
動

で
き

る
よ

う
、

市
民

の
健

康
増

進
や

生
き

が
い

づ
く

り
を

支
援

し
、

生
涯

を
通

じ
て

い
き

い
き

と
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

場
を

創
出

し
、

健
康

寿
命

の
延

伸
を

図
り

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

健
康

チ
ャ

レ
ン

ジ
ャ

ー
事

業
（
健

康
マ

イ
レ

ー
ジ

）
健

康
推

進
課

生
活

習
慣

の
改

善
に

つ
な

が
る

取
組

を
実

践
し

、
各

種
検

診
の

受
診

、
健

康
講

座
、

イ
ベ

ン
ト
、

ス
ポ

ー
ツ

教
室

、
な

ど
の

「
健

康
づ

く
り

メ
ニ

ュ
ー

」
を

取
り

組
ん

だ
方

に
マ

イ
レ

ー
ジ

（
ポ

イ
ン

ト
）
を

付
与

し
ま

す
。

マ
イ

レ
ー

ジ
を

様
々

な
特

典
に

交
換

す
る

こ
と

に
よ

り
、

健
康

づ
く

り
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
い

る
人

を
支

援
し

ま
す

。

健
康

マ
イ

レ
ー

ジ
優

待
カ

ー
ド

発
行

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
1
8
歳

以
上

の
市

民
を

対
象

と
し

て
事

業
開

始
・
健

康
づ

く
り

メ
ニ

ュ
ー

を
実

施
し

、
ポ

イ
ン

ト
を

貯
め

、
5
0
ポ

イ
ン

ト
達

成
者

を
対

象
に

以
下

の
特

典
付

与
①

「
M

yC
a（

※
）
」
の

贈
呈

②
協

賛
企

業
の

賞
品

が
当

た
る

抽
選

会
を

2
回

実
施

※
提

示
す

る
と

県
内

協
力

店
で

特
典

が
受

け
ら

れ
る

あ
い

ち
健

康
づ

く
り

応
援

カ
ー

ド

・
健

康
づ

く
り

メ
ニ

ュ
ー

に
関

す
る

こ
と

を
実

施
し

、
ポ

イ
ン

ト
を

貯
め

、
5
0
ポ

イ
ン

ト
達

成
者

を
対

象
に

以
下

の
特

典
付

与
①

「
M

yC
a」

の
贈

呈
②

協
賛

企
業

の
賞

品
が

当
た

る
抽

選
会

を
1
回

実
施

・
対

象
を

拡
大

（
1
8
歳

以
上

の
市

民
に

加
え

、
1
8
歳

以
上

の
在

学
、

在
勤

者
を

追
加

）
。

・
健

康
づ

く
り

メ
ニ

ュ
ー

を
実

施
し

、
ポ

イ
ン

ト
を

貯
め

、
5
0
ポ

イ
ン

ト
達

成
者

を
対

象
に

以
下

の
特

典
付

与
①

「
M

yC
a」

の
贈

呈
②

協
賛

企
業

の
賞

品
が

当
た

る
抽

選
会

1
回

実
施

・
マ

イ
レ

ー
ジ

達
成

者
6
4
名

（
9
月

3
0
日

現
在

）
・
提

出
方

法
を

拡
大

（
窓

口
、

郵
送

に
加

え
、

Ｆ
Ａ

Ｘ
や

メ
ー

ル
で

提
出

で
き

る
よ

う
に

し
た

）
。

・
対

象
メ

ニ
ュ

ー
に

友
達

メ
ニ

ュ
ー

（
仲

間
と

一
緒

に
健

康
づ

く
り

の
取

組
を

行
う

と
5
ポ

イ
ン

ト
獲

得
で

き
る

）
。

・
健

康
づ

く
り

メ
ニ

ュ
ー

を
実

施
し

、
ポ

イ
ン

ト
を

貯
め

、
5
0
ポ

イ
ン

ト
達

成
者

を
対

象
に

以
下

の
特

典
付

与
①

「
M

yC
a」

の
贈

呈
②

協
賛

企
業

の
賞

品
が

当
た

る
抽

選
会

(2
月

実
施

予
定

)の
抽

選
権

利
を

贈
呈

。

基
本
目
標

今
後

も
人

口
の

増
加

が
見

込
ま

れ
つ

つ
も

、
将

来
訪

れ
る

少
子

高
齢

化
に

よ
る

生
産

年
齢

人
口

の
減

少
で

、
財

政
規

模
の

縮
小

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

低
下

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

ら
の

課
題

の
解

決
に

は
市

民
の

力
が

不
可

欠
と

な
り

ま
す

。
今

の
う

ち
か

ら
市

民
が

自
ら

地
域

の
課

題
を

解
決

す
る

力
を

身
に

つ
け

、
さ

ら
に

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
性

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

同
士

の
生

活
支

援
に

つ
な

が
る

取
組

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
い

つ
ま

で
も

元
気

に
活

動
で

き
る

よ
う

、
市

民
の

健
康

増
進

を
支

援
し

、
生

涯
を

通
じ

て
い

き
い

き
と

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
場

の
創

出
や

、
健

康
寿

命
の

延
伸

を
図

り
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

43



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.2

%
（
H

2
6
）

5
0
%

男
性

7
9
.7

歳
（
H

2
2
）

女
性

8
3
.5

歳
（
H

2
2
）

延
伸

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

２
６

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

3
5
1
人

／
年

3
6
8
人

／
年

3
0
9
人

／
年

3
1
8
人

／
年

4
0
0
人

／
年

7
9
.5

%
○

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
8
.9

%
(R

1
)

健
康

寿
命

男
性

8
0
.2

歳
(H

2
7
)

女
性

8
5
.0

歳
(H

2
7
)

市
民

の
健

康
寿

命
を

延
ば

す

若
い

世
代

の
多

い
本

市
に

お
い

て
も

、
確

実
に

高
齢

化
が

進
む

こ
と

か
ら

、
市

民
一

人
ひ

と
り

が
生

活
習

慣
を

改
善

し
、

健
康

を
維

持
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

い
つ

ま
で

も
元

気
に

活
動

で
き

る
よ

う
、

市
民

の
健

康
増

進
や

生
き

が
い

づ
く

り
を

支
援

し
、

生
涯

を
通

じ
て

い
き

い
き

と
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

場
を

創
出

し
、

健
康

寿
命

の
延

伸
を

図
り

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

若
者

の
生

活
習

慣
病

予
防

事
業

（
3
9
歳

以
下

健
診

）
健

康
推

進
課

健
康

診
査

を
受

け
る

機
会

の
な

い
若

い
年

齢
（
１

６
歳

か
ら

３
９

歳
ま

で
）
の

人
が

健
康

診
査

を
受

け
、

自
ら

が
健

康
に

意
識

を
持

ち
、

生
活

習
慣

病
を

早
期

か
ら

予
防

す
る

よ
う

に
促

し
ま

す
。

3
9
歳

以
下

健
診

受
診

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
市

民
へ

の
事

業
周

知
①

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
②

乳
幼

児
健

診
時

の
チ

ラ
シ

配
布

③
事

前
に

申
込

者
へ

受
診

券
送

付
（
希

望
者

の
み

）
・
1
6
歳

か
ら

3
9
歳

ま
で

の
方

を
対

象
と

し
、

無
料

で
検

査
を

実
施

・
市

民
へ

の
事

業
周

知
①

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
②

乳
幼

児
健

診
・
子

宮
検

診
時

の
チ

ラ
シ

配
布

③
事

前
に

申
込

者
へ

受
診

券
送

付
（
希

望
者

の
み

）
・
1
6
歳

か
ら

3
9
歳

ま
で

の
方

を
対

象
と

し
、

無
料

で
検

査
を

実
施

・
市

民
へ

の
事

業
周

知
①

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
②

乳
幼

児
健

診
・
子

宮
検

診
時

の
チ

ラ
シ

配
布

③
事

前
に

申
込

者
へ

受
診

券
送

付
（
希

望
者

の
み

）
・
1
6
歳

か
ら

3
9
歳

ま
で

の
方

を
対

象
と

し
、

無
料

で
検

査
を

実
施

（
H

3
0
か

ら
新

た
に

血
液

検
査

の
項

目
を

追
加

（
H

b
A

1
c・

空
腹

時
血

糖
）
）

・
市

民
へ

の
事

業
周

知
①

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
②

乳
幼

児
健

診
・
子

宮
検

診
時

の
チ

ラ
シ

配
布

③
事

前
に

申
込

者
へ

受
診

券
送

付
（
希

望
者

の
み

）
・
1
6
歳

か
ら

3
9
歳

ま
で

の
方

を
対

象
と

し
、

無
料

で
検

査
を

実
施

基
本
目
標

今
後

も
人

口
の

増
加

が
見

込
ま

れ
つ

つ
も

、
将

来
訪

れ
る

少
子

高
齢

化
に

よ
る

生
産

年
齢

人
口

の
減

少
で

、
財

政
規

模
の

縮
小

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

低
下

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

ら
の

課
題

の
解

決
に

は
市

民
の

力
が

不
可

欠
と

な
り

ま
す

。
今

の
う

ち
か

ら
市

民
が

自
ら

地
域

の
課

題
を

解
決

す
る

力
を

身
に

つ
け

、
さ

ら
に

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
性

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

同
士

の
生

活
支

援
に

つ
な

が
る

取
組

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
い

つ
ま

で
も

元
気

に
活

動
で

き
る

よ
う

、
市

民
の

健
康

増
進

を
支

援
し

、
生

涯
を

通
じ

て
い

き
い

き
と

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
場

の
創

出
や

、
健

康
寿

命
の

延
伸

を
図

り
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

44



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

2
0
.2

%
（
H

2
6
）

5
0
%

男
性

7
9
.7

歳
（
H

2
2
）

女
性

8
3
.5

歳
（
H

2
2
）

延
伸

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

２
７

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
延

べ
5
3
7
件

／
年

延
べ

5
1
3
件

／
年

延
べ

4
5
6
件

／
年

延
べ

2
4
0
件

／
年

1
9
0
.0

%
◎

地
域

の
つ

な
が

り
を

構
築

し
、

元
気

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

地
域

活
動

や
行

事
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
し

た
こ

と
が

あ
る

人
の

割
合

1
8
.9

%
(R

1
)

健
康

寿
命

男
性

8
0
.2

歳
(H

2
7
)

女
性

8
5
.0

歳
(H

2
7
)

市
民

の
健

康
寿

命
を

延
ば

す

若
い

世
代

の
多

い
本

市
に

お
い

て
も

、
確

実
に

高
齢

化
が

進
む

こ
と

か
ら

、
市

民
一

人
ひ

と
り

が
生

活
習

慣
を

改
善

し
、

健
康

を
維

持
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

い
つ

ま
で

も
元

気
に

活
動

で
き

る
よ

う
、

市
民

の
健

康
増

進
や

生
き

が
い

づ
く

り
を

支
援

し
、

生
涯

を
通

じ
て

い
き

い
き

と
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

場
を

創
出

し
、

健
康

寿
命

の
延

伸
を

図
り

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

地
域

保
健

活
動

の
充

実
健

康
推

進
課

住
み

慣
れ

た
地

域
で

、
安

心
し

て
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

心
や

身
体

の
様

々
な

問
題

点
を

保
健

師
に

気
軽

に
相

談
す

る
こ

と
が

で
き

る
「
ま

ち
な

か
保

健
室

」
を

設
置

し
ま

す
。

誰
も

が
健

康
相

談
等

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
必

要
の

あ
る

家
庭

に
訪

問
す

る
地

域
保

健
活

動
も

充
実

し
ま

す
。

保
健

師
に

よ
る

地
域

で
の

健
康

相
談

件
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
市

内
の

公
共

施
設

（
西

小
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

(1
6
6
回

)、
児

童
館

(5
2
回

)、
そ

の
他

公
共

施
設

(4
7
回

)）
及

び
家

庭
訪

問
(2

7
2

回
)で

健
康

相
談

を
実

施

・
西

小
校

区
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

(1
8
9
回

)、
市

が
洞

小
校

区
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

(7
回

)、
児

童
館

(6
8
回

)、
老

人
憩

の
家

・
地

域
集

会
所

・
公

民
館

・
福

祉
の

家
(7

2
回

)で
相

談
を

実
施

・
必

要
の

あ
る

家
庭

へ
の

訪
問

(1
7
7
回

)を
実

施

・
西

小
校

区
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

(1
3
2
回

)、
市

が
洞

小
校

区
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

(4
3

回
)、

児
童

館
(7

6
回

)、
老

人
憩

の
家

・
地

域
集

会
所

・
公

民
館

・
福

祉
の

家
・
文

化
の

家
(2

9
回

)、
中

央
図

書
館

(1
1
回

)で
相

談
を

実
施

・
必

要
の

あ
る

家
庭

へ
の

訪
問

(1
6
5
回

)を
実

施

・
西

小
校

区
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

(7
1
回

)、
市

が
洞

小
校

区
共

生
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

(2
5
回

)、
児

童
館

(3
2
回

)、
老

人
憩

の
家

・
地

域
集

会
所

・
公

民
館

・
福

祉
の

家
・
文

化
の

家
(2

0
回

)、
中

央
図

書
館

(6
回

)で
相

談
を

実
施

・
必

要
の

あ
る

家
庭

へ
の

訪
問

(9
0
回

)を
実

施 (9
月

末
日

現
在

)

基
本
目
標

今
後

も
人

口
の

増
加

が
見

込
ま

れ
つ

つ
も

、
将

来
訪

れ
る

少
子

高
齢

化
に

よ
る

生
産

年
齢

人
口

の
減

少
で

、
財

政
規

模
の

縮
小

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

低
下

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

こ
れ

ら
の

課
題

の
解

決
に

は
市

民
の

力
が

不
可

欠
と

な
り

ま
す

。
今

の
う

ち
か

ら
市

民
が

自
ら

地
域

の
課

題
を

解
決

す
る

力
を

身
に

つ
け

、
さ

ら
に

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
性

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

同
士

の
生

活
支

援
に

つ
な

が
る

取
組

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
い

つ
ま

で
も

元
気

に
活

動
で

き
る

よ
う

、
市

民
の

健
康

増
進

を
支

援
し

、
生

涯
を

通
じ

て
い

き
い

き
と

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
場

の
創

出
や

、
健

康
寿

命
の

延
伸

を
図

り
ま

す
。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

45



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

約
3
2
0
万

人
（
H

2
5
）

約
3
5
0
万

人

2
6
.6

%
（
H

2
６

）
5
0
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

２
８

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
1
2
事

業
／

年
1
4
事

業
／

年
1
5
事

業
／

年
2
0
事

業
／

年
7
5
.0

%
○

地
域

の
魅

力
を

活
か

し
、

賑
わ

い
・
活

気
・
交

流
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

観
光

交
流

者
数

約
3
4
0
万

人
（
H

3
0
）

地
域

に
お

け
る

自
慢

す
べ

き
「
宝

」
が

あ
る

と
思

う
人

の
割

合
4
2
.7

%
（
R
1
）

地
域

資
源

を
活

か
し

た
長

久
手

の
魅

力
と

オ
リ
ジ

ナ
リ
テ

ィ
を

創
造

・
発

信
す

る

農
や

健
康

、
福

祉
等

の
ま

ち
づ

く
り

活
動

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
た

地
域

資
源

を
発

掘
し

磨
き

上
げ

、
歴

史
・
自

然
・
文

化
等

の
観

光
資

源
と

相
互

に
関

連
づ

け
な

が
ら

、
本

市
の

魅
力

と
オ

リ
ジ

ナ
リ
テ

ィ
を

高
め

て
い

き
ま

す
。

特
に

、
人

々
に

自
宅

、
職

場
に

次
ぐ

第
三

の
居

場
所

で
、

心
地

よ
い

場
所

＝
「
サ

ー
ド

プ
レ

イ
ス

」
と

な
り

う
る

空
間

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
住

ん
で

み
た

い
、

訪
れ

て
み

た
い

と
思

っ
て

も
ら

え
る

本
市

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
観

光
を

展
開

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

本
市

内
外

に
多

く
あ

る
大

学
に

つ
い

て
も

、
本

市
の

地
域

資
源

と
し

て
捉

え
、

活
用

し
、

さ
ら

な
る

魅
力

向
上

を
目

指
し

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

た
つ

せ
が

あ
る

課

民
間

の
持

つ
ア

イ
デ

ィ
ア

と
活

力
を

存
分

に
発

揮
す

る
た

め
、

観
光

交
流

協
会

を
設

立
し

ま
す

。
観

光
交

流
協

会
が

中
心

と
な

り
、

市
民

、
大

学
、

企
業

 、
関

係
団

体
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
長

久
手

オ
リ
ジ

ナ
ル

の
観

光
交

流
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

、
市

内
外

に
長

久
手

の
魅

力
を

発
信

し
ま

す
。

観
光

交
流

協
会

取
組

事
業

数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
長

久
手

市
観

光
交

流
協

会
(任

意
団

体
）

設
立

・
な

が
く

て
冬

ま
つ

り
の

開
催

、
観

光
交

流
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
、

な
が

く
て

グ
ル

メ
ま

ち
歩

き
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
の

発
行

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

運
営

、
特

産
品

サ
イ

ト
の

開
発

、
F
ac

eb
o
o
k

の
運

用
等

・
長

久
手

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

（
旧

・
冬

ま
つ

り
）
、

長
久

手
中

央
2
号

公
園

で
の

イ
ベ

ン
ト
の

開
催

、
旅

行
者

用
ま

ち
あ

る
き

マ
ッ

プ
、

地
域

情
報

紙
（
雑

人
）
の

発
行

（
４

回
）
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
運

営
、

F
ac

eb
o
o
kの

運
用

、
特

産
品

（
せ

ん
べ

い
）
の

開
発

等

・
隣

人
ま

つ
り

、
観

光
大

使
育

成
、

特
産

品
開

発
、

長
久

手
ス

タ
イ

ル
講

座
、

地
域

資
源

開
発

講
演

会
、

長
久

手
コ

レ
ク

シ
ョ
ン

（
夏

・
冬

）
、

後
援

名
義

、
雑

人
発

行
、

雑
人

サ
イ

ト
運

営
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
運

営
、

F
ac

eb
o
o
kの

運
用

、
メ

デ
ィ

ア
活

用
、

他
団

体
催

事
で

の
観

光
Ｐ

Ｒ
、

南
木

曽
町

と
の

交
流

、
市

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
事

業
へ

の
参

加

・
一

般
社

団
法

人
長

久
手

市
観

光
交

流
協

会
設

立
、

設
立

記
念

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

　
等

基
本
目
標

本
市

の
観

光
資

源
を

活
か

し
、

市
民

が
快

適
に

楽
し

く
暮

ら
し

、
自

ら
が

住
む

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
市

民
と

来
訪

者
が

心
豊

か
に

交
流

す
る

居
心

地
の

良
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

46



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

約
3
2
0
万

人
（
H

2
5
）

約
3
5
0
万

人

2
6
.6

%
（
H

2
６

）
5
0
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

２
９

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

延
べ

1
5
,0

0
0
人

／
年

延
べ

1
6
,8

9
7
人

／
年

延
べ

1
8
,3

6
0
人

／
年

延
べ

1
7
,1

9
3
人

／
年

延
べ

2
0
,0

0
0
人

／
年

8
6
.0

%
○

地
域

の
魅

力
を

活
か

し
、

賑
わ

い
・
活

気
・
交

流
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

観
光

交
流

者
数

約
3
4
0
万

人
（
H

3
0
）

地
域

に
お

け
る

自
慢

す
べ

き
「
宝

」
が

あ
る

と
思

う
人

の
割

合
4
2
.7

%
（
R
1
）

地
域

資
源

を
活

か
し

た
長

久
手

の
魅

力
と

オ
リ
ジ

ナ
リ
テ

ィ
を

創
造

・
発

信
す

る

農
や

健
康

、
福

祉
等

の
ま

ち
づ

く
り

活
動

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
た

地
域

資
源

を
発

掘
し

磨
き

上
げ

、
歴

史
・
自

然
・
文

化
等

の
観

光
資

源
と

相
互

に
関

連
づ

け
な

が
ら

、
本

市
の

魅
力

と
オ

リ
ジ

ナ
リ
テ

ィ
を

高
め

て
い

き
ま

す
。

特
に

、
人

々
に

自
宅

、
職

場
に

次
ぐ

第
三

の
居

場
所

で
、

心
地

よ
い

場
所

＝
「
サ

ー
ド

プ
レ

イ
ス

」
と

な
り

う
る

空
間

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
住

ん
で

み
た

い
、

訪
れ

て
み

た
い

と
思

っ
て

も
ら

え
る

本
市

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
観

光
を

展
開

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

本
市

内
外

に
多

く
あ

る
大

学
に

つ
い

て
も

、
本

市
の

地
域

資
源

と
し

て
捉

え
、

活
用

し
、

さ
ら

な
る

魅
力

向
上

を
目

指
し

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

な
が

く
て

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

文
化

の
家

市
内

に
あ

る
ア

ト
リ
エ

や
ギ

ャ
ラ

リ
ー

、
自

宅
、

施
設

な
ど

を
会

場
に

し
て

市
内

全
域

で
繰

り
広

げ
る

ア
ー

ト
イ

ベ
ン

ト
。

企
画

・
運

営
は

市
内

の
美

術
作

家
を

中
心

に
市

民
自

ら
が

行
い

ま
す

。

な
が

く
て

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

参
加

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
市

内
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト
と

地
域

住
民

の
交

流
を

行
う

イ
ベ

ン
ト
を

実
施

・
文

化
の

家
を

は
じ

め
と

し
た

公
共

施
設

や
市

内
の

様
々

な
お

店
な

ど
で

ア
ー

ト
作

品
を

展
示

・
市

内
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト
と

地
域

住
民

の
交

流
を

行
う

イ
ベ

ン
ト
を

実
施

・
文

化
の

家
を

は
じ

め
と

し
た

公
共

施
設

や
市

内
の

様
々

な
お

店
な

ど
で

ア
ー

ト
作

品
を

展
示

・
市

内
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト
と

地
域

住
民

の
交

流
を

行
う

イ
ベ

ン
ト
を

実
施

・
文

化
の

家
を

は
じ

め
と

し
た

公
共

施
設

や
市

内
の

様
々

な
お

店
な

ど
で

ア
ー

ト
作

品
を

展
示

・
市

内
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト
と

地
域

住
民

の
交

流
を

行
う

イ
ベ

ン
ト
を

実
施

・
文

化
の

家
を

は
じ

め
と

し
た

公
共

施
設

や
市

内
の

様
々

な
お

店
な

ど
で

ア
ー

ト
作

品
を

展
示

（
上

記
を

予
定

）

基
本
目
標

本
市

の
観

光
資

源
を

活
か

し
、

市
民

が
快

適
に

楽
し

く
暮

ら
し

、
自

ら
が

住
む

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
市

民
と

来
訪

者
が

心
豊

か
に

交
流

す
る

居
心

地
の

良
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

47



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

約
3
2
0
万

人
（
H

2
5
）

約
3
5
0
万

人

2
6
.6

%
（
H

2
６

）
5
0
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

３
０

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
2
件

／
年

2
件

／
年

4
件

／
年

4
件

／
年

1
0
0
.0

%
◎

地
域

の
魅

力
を

活
か

し
、

賑
わ

い
・
活

気
・
交

流
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

観
光

交
流

者
数

約
3
4
0
万

人
（
H

3
0
）

地
域

に
お

け
る

自
慢

す
べ

き
「
宝

」
が

あ
る

と
思

う
人

の
割

合
4
2
.7

%
（
R
1
）

地
域

資
源

を
活

か
し

た
長

久
手

の
魅

力
と

オ
リ
ジ

ナ
リ
テ

ィ
を

創
造

・
発

信
す

る

農
や

健
康

、
福

祉
等

の
ま

ち
づ

く
り

活
動

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
た

地
域

資
源

を
発

掘
し

磨
き

上
げ

、
歴

史
・
自

然
・
文

化
等

の
観

光
資

源
と

相
互

に
関

連
づ

け
な

が
ら

、
本

市
の

魅
力

と
オ

リ
ジ

ナ
リ
テ

ィ
を

高
め

て
い

き
ま

す
。

特
に

、
人

々
に

自
宅

、
職

場
に

次
ぐ

第
三

の
居

場
所

で
、

心
地

よ
い

場
所

＝
「
サ

ー
ド

プ
レ

イ
ス

」
と

な
り

う
る

空
間

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
住

ん
で

み
た

い
、

訪
れ

て
み

た
い

と
思

っ
て

も
ら

え
る

本
市

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
観

光
を

展
開

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

本
市

内
外

に
多

く
あ

る
大

学
に

つ
い

て
も

、
本

市
の

地
域

資
源

と
し

て
捉

え
、

活
用

し
、

さ
ら

な
る

魅
力

向
上

を
目

指
し

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

大
学

連
携

提
案

事
業

助
成

金
事

業
た

つ
せ

が
あ

る
課

地
域

資
源

で
あ

る
大

学
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

る
た

め
、

大
学

に
よ

る
行

政
（
地

域
）
の

課
題

解
決

に
取

り
組

む
調

査
、

制
度

構
築

等
に

対
し

て
助

成
金

を
交

付
し

ま
す

。

大
学

連
携

提
案

事
業

助
成

金
交

付
件

数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
地

域
防

災
情

報
の

多
言

語
化

（
愛

知
県

立
大

学
）

・
バ

ー
チ

ャ
ル

リ
ア

リ
テ

ィ
を

活
用

し
た

体
験

型
歴

史
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
愛

知
県

立
大

学
）

※
バ

ー
チ

ャ
ル

技
術

に
よ

る
3
D

映
像

の
制

作

・
介

助
犬

総
合

訓
練

セ
ン

タ
ー

「
シ

ン
シ

ア
の

丘
」
チ

ャ
リ
テ

ィ
グ

ッ
ズ

商
品

の
開

発
（
愛

知
県

立
芸

術
大

学
）

・
キ

ャ
ッ

ト
レ

ス
キ

ュ
ー

（
愛

知
県

立
大

学
）

・
メ

ソ
ッ

ド
の

考
察

（
愛

知
県

立
芸

術
大

学
）

・
他

大
学

と
市

民
の

連
携

促
進

を
目

指
す

防
災

交
流

会
（
愛

知
県

立
大

学
）

・
サ

イ
エ

ン
ス

カ
フ

ェ
（
愛

知
医

科
大

学
）

・
楽

生
部

会
（
愛

知
県

立
大

学
）

・
明

日
を

共
に

生
き

る
カ

フ
ェ

「
あ

す
と

も
カ

フ
ェ

」
（
愛

知
県

立
大

学
）

・
て

く
て

く
お

や
つ

タ
イ

ム
（
愛

知
淑

徳
大

学
）

・
な

が
く

て
食

育
h
o
m

e（
愛

知
淑

徳
大

学
）

・
in

d
ir
ec

t1
9
（
愛

知
県

立
芸

術
大

学
）

基
本
目
標

本
市

の
観

光
資

源
を

活
か

し
、

市
民

が
快

適
に

楽
し

く
暮

ら
し

、
自

ら
が

住
む

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
市

民
と

来
訪

者
が

心
豊

か
に

交
流

す
る

居
心

地
の

良
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

48



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

約
3
2
0
万

人
（
H

2
5
）

約
3
5
0
万

人

2
6
.6

%
（
H

2
６

）
5
0
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

３
１

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
－

-
延

べ
2
3
5
人

／
年

延
べ

1
2
0
人

／
年

1
9
5
.8

%
◎

地
域

の
魅

力
を

活
か

し
、

賑
わ

い
・
活

気
・
交

流
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

観
光

交
流

者
数

約
3
4
0
万

人
（
H

3
0
）

地
域

に
お

け
る

自
慢

す
べ

き
「
宝

」
が

あ
る

と
思

う
人

の
割

合
4
2
.7

%
（
R
1
）

地
域

資
源

を
活

か
し

た
長

久
手

の
魅

力
と

オ
リ
ジ

ナ
リ
テ

ィ
を

創
造

・
発

信
す

る

農
や

健
康

、
福

祉
等

の
ま

ち
づ

く
り

活
動

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
た

地
域

資
源

を
発

掘
し

磨
き

上
げ

、
歴

史
・
自

然
・
文

化
等

の
観

光
資

源
と

相
互

に
関

連
づ

け
な

が
ら

、
本

市
の

魅
力

と
オ

リ
ジ

ナ
リ
テ

ィ
を

高
め

て
い

き
ま

す
。

特
に

、
人

々
に

自
宅

、
職

場
に

次
ぐ

第
三

の
居

場
所

で
、

心
地

よ
い

場
所

＝
「
サ

ー
ド

プ
レ

イ
ス

」
と

な
り

う
る

空
間

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
住

ん
で

み
た

い
、

訪
れ

て
み

た
い

と
思

っ
て

も
ら

え
る

本
市

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
観

光
を

展
開

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

本
市

内
外

に
多

く
あ

る
大

学
に

つ
い

て
も

、
本

市
の

地
域

資
源

と
し

て
捉

え
、

活
用

し
、

さ
ら

な
る

魅
力

向
上

を
目

指
し

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

長
久

手
版

「
プ

レ
ー

パ
ー

ク
」
事

業
み

ど
り

の
推

進
課

「
自

分
の

責
任

で
自

由
に

遊
ぶ

」
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

し
た

「
遊

び
場

＝
プ

レ
ー

パ
ー

ク
」
で

、
プ

レ
ー

リ
ー

ダ
ー

や
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
見

守
る

中
、

子
ど

も
た

ち
が

屋
外

で
遊

ぶ
こ

と
を

通
し

て
、

主
体

性
、

社
会

性
、

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
育

成
し

ま
す

。

プ
レ

ー
パ

ー
ク

参
加

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
市

内
の

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
代

表
に

よ
る

こ
ど

も
塾

周
辺

の
視

察
・
こ

ど
も

塾
ま

つ
り

の
開

催
　

1
5
1
人

が
参

加
(通

常
の

予
約

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

と
も

に
、

プ
レ

ー
パ

ー
ク

の
実

施
に

つ
な

が
る

よ
う

な
予

約
な

し
の

自
由

度
の

高
い

遊
び

を
実

施
し

た
）

・
プ

レ
ー

パ
ー

ク
候

補
地

の
検

討
・
こ

ど
も

塾
ま

つ
り

の
開

催
（
2
2
6
人

参
加

）
(通

常
の

予
約

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

と
も

に
、

プ
レ

ー
パ

ー
ク

の
実

施
に

つ
な

が
る

よ
う

な
予

約
な

し
の

自
由

度
の

高
い

遊
び

を
実

施
し

た
）

・
策

定
中

の
里

山
基

本
計

画
の

取
組

の
中

で
、

プ
レ

ー
パ

ー
ク

候
補

地
の

具
体

的
な

検
討

を
開

始
。

→
H

3
1
/
3
/
7
里

山
活

動
を

考
え

る
Ｗ

．
Ｓ

．
で

提
案

の
あ

っ
た

東
山

川
周

辺
の

3
カ

所
を

見
学

し
た

。
・
こ

ど
も

塾
ま

つ
り

の
開

催
（
2
3
0
人

参
加

）
・
H

3
1
/
3
/
1
7
鞍

ヶ
池

プ
レ

ー
パ

ー
ク

見
学

会
実

施
（
5
人

参
加

）

・
プ

レ
ー

パ
ー

ク
候

補
地

の
具

体
的

な
検

討
・
Ｒ

1
/
6
/
8
美

濃
プ

レ
ー

パ
ー

ク
見

学
会

実
施 ・
Ｒ

１
/
1
1
/
3
0
開

催
予

定
の

プ
レ

ー
パ

ー
ク

講
演

会
準

備
（
講

師
手

配
、

チ
ラ

シ
作

成
等

）
・
R
1
/
9
/
1
5
上

記
講

師
予

定
者

に
よ

る
講

演
会

へ
の

参
加

基
本
目
標

本
市

の
観

光
資

源
を

活
か

し
、

市
民

が
快

適
に

楽
し

く
暮

ら
し

、
自

ら
が

住
む

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
市

民
と

来
訪

者
が

心
豊

か
に

交
流

す
る

居
心

地
の

良
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

49



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

約
3
2
0
万

人
（
H

2
5
）

約
3
5
0
万

人

2
6
.6

%
（
H

2
６

）
5
0
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

３
２

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

－
－

延
べ

7
9
1
人

／
年

延
べ

1
,5

7
6
人

／
年

延
べ

3
0
,0

0
0
人

／
年

5
.0

%
○

地
域

の
魅

力
を

活
か

し
、

賑
わ

い
・
活

気
・
交

流
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

観
光

交
流

者
数

約
3
4
0
万

人
（
H

3
0
）

地
域

に
お

け
る

自
慢

す
べ

き
「
宝

」
が

あ
る

と
思

う
人

の
割

合
4
2
.7

%
（
R
1
）

人
が

集
ま

り
情

報
の

受
発

信
が

行
わ

れ
る

交
流

の
場

の
創

造

観
光

交
流

等
の

情
報

の
受

発
信

、
多

様
な

市
民

活
動

を
喚

起
し

そ
れ

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
市

民
同

士
や

来
訪

者
と

の
交

流
を

促
進

し
、

市
民

主
体

の
豊

か
な

社
会

の
創

造
を

目
指

し
ま

す
。

ま
た

、
市

民
は

も
ち

ろ
ん

、
大

学
生

、
市

民
団

体
な

ど
、

多
様

な
主

体
が

新
た

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

育
み

創
出

す
る

場
と

し
て

、
リ
ニ

モ
長

久
手

古
戦

場
駅

周
辺

に
新

た
な

公
益

施
設

を
整

備
し

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

整
備

事
業

た
つ

せ
が

あ
る

課

長
久

手
古

戦
場

駅
前

に
ま

ち
の

新
た

な
顔

と
し

て
「
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

」
を

整
備

し
、

市
民

の
日

常
の

暮
ら

し
を

支
え

、
訪

れ
る

人
を

も
て

な
す

空
間

を
創

出
し

ま
す

。
大

学
連

携
、

観
光

交
流

、
多

文
化

共
生

等
を

テ
ー

マ
と

し
た

公
益

施
設

を
設

置
し

、
市

民
活

動
団

体
、

大
学

、
学

生
等

に
よ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
イ

ベ
ン

ト
を

展
開

し
、

お
も

て
な

し
の

空
間

及
び

ま
ち

な
か

の
賑

わ
い

を
創

出
し

ま
す

。

リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

事
業

参
加

者
数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

・
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

公
益

施
設

（
仮

称
）
整

備
詳

細
計

画
作

成

・
市

民
に

よ
る

事
業

企
画

立
案

や
施

設
運

営
の

実
証

実
験

（
1
0
0
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
、

市
民

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

）
、

市
民

主
体

の
管

理
・

運
営

体
制

の
検

討
、

運
営

主
体

案
の

提
言

、
W

eb
サ

イ
ト
開

設

・
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

公
益

施
設

（
仮

称
）
の

設
計

に
係

る
意

見
収

集
の

た
め

、
隣

人
ま

つ
り

と
題

し
た

市
民

参
加

型
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

8
回

開
催

・
リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

公
益

施
設

の
設

計
お

よ
び

運
営

を
検

討
す

る
た

め
、

リ
ニ

モ
テ

ラ
ス

運
営

協
議

会
に

約
3
0
0
万

円
の

負
担

金
を

拠
出

。
同

協
議

会
が

事
業

を
周

知
す

る
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

ほ
か

イ
ベ

ン
ト
を

開
催

。

基
本
目
標

本
市

の
観

光
資

源
を

活
か

し
、

市
民

が
快

適
に

楽
し

く
暮

ら
し

、
自

ら
が

住
む

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
市

民
と

来
訪

者
が

心
豊

か
に

交
流

す
る

居
心

地
の

良
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容

50



施
策
・
事
業
評
価
シ
ー
ト

基
準
値

目
標
値
（
R
1
）

約
3
2
0
万

人
（
H

2
5
）

約
3
5
0
万

人

2
6
.6

%
（
H

2
６

）
5
0
%

施
策
・
事
業
名

取
組

番
号

３
３

担
当
課

施
策
・
事
業

の
概
要

基
準
値
（
H
2
6
）

実
績
値
（
H
2
8
）

実
績
値
（
H
2
9
）

実
績
値
（
H
3
0
）

目
標
値
（
R
1
）

延
べ

3
0
0
人

／
年

延
べ

1
6
2
人

／
年

延
べ

1
9
0
人

／
年

延
べ

2
0
9
人

／
年

延
べ

4
0
0
人

／
年

5
2
.3

%
△

地
域

の
魅

力
を

活
か

し
、

賑
わ

い
・
活

気
・
交

流
を

つ
く

る
数
値
目
標

指
標
名

実
績
値

観
光

交
流

者
数

約
3
4
0
万

人
（
H

3
0
）

地
域

に
お

け
る

自
慢

す
べ

き
「
宝

」
が

あ
る

と
思

う
人

の
割

合
4
2
.7

%
（
R
1
）

人
が

集
ま

り
情

報
の

受
発

信
が

行
わ

れ
る

交
流

の
場

の
創

造

観
光

交
流

等
の

情
報

の
受

発
信

、
多

様
な

市
民

活
動

を
喚

起
し

そ
れ

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
市

民
同

士
や

来
訪

者
と

の
交

流
を

促
進

し
、

市
民

主
体

の
豊

か
な

社
会

の
創

造
を

目
指

し
ま

す
。

ま
た

、
市

民
は

も
ち

ろ
ん

、
大

学
生

、
市

民
団

体
な

ど
、

多
様

な
主

体
が

新
た

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

育
み

創
出

す
る

場
と

し
て

、
リ
ニ

モ
長

久
手

古
戦

場
駅

周
辺

に
新

た
な

公
益

施
設

を
整

備
し

ま
す

。

具
体
的
な
施
策
・
事
業

ま
ち

セ
ン

カ
フ

ェ
（
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
と

し
た

市
民

団
体

に
よ

る
交

流
促

進
事

業
）

た
つ

せ
が

あ
る

課

地
域

住
民

、
市

民
活

動
団

体
、

市
職

員
が

語
り

合
い

な
が

ら
、

活
動

の
つ

な
が

り
と

広
が

り
を

生
み

出
し

、
ま

た
、

「
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

」
を

気
軽

で
便

利
な

施
設

と
し

て
活

用
し

、
人

材
、

地
域

ニ
ー

ズ
、

ア
イ

デ
ィ

ア
を

発
掘

す
る

た
め

、
カ

フ
ェ

を
開

催
し

ま
す

。

ま
ち

セ
ン

カ
フ

ェ
参

加
者

数

目
標
値
の
達
成
状
況

◎
…

実
績

値
(H

3
0
)が

既
に

目
標

達
成

○
…

基
準

値
＜

実
績

値
(H

3
0
)

△
…

実
績

値
(H

3
0
)＜

基
準

値

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
1
（
上
半
期
ま
で
）

カ
フ

ェ
の

よ
う

に
落

ち
着

い
た

雰
囲

気
の

中
で

市
民

同
士

が
気

軽
に

出
会

い
、

交
流

す
る

イ
ベ

ン
ト
を

実
施

。
長

久
手

の
歴

史
や

里
山

に
関

す
る

講
座

を
開

催
し

た
。

・
講

座
　

９
回

・
ま

ち
セ

ン
カ

フ
ェ

の
運

営
を

市
民

団
体

の
う

ぃ
う

ぃ
の

会
に

事
業

委
託

カ
フ

ェ
の

よ
う

に
落

ち
着

い
た

雰
囲

気
の

中
で

市
民

同
士

が
気

軽
に

出
会

い
、

交
流

す
る

イ
ベ

ン
ト
を

実
施

。
身

近
な

貧
困

の
問

題
や

里
親

に
関

す
る

講
座

を
開

催
し

た
。

・
講

座
　

９
回

・
ま

ち
セ

ン
カ

フ
ェ

の
運

営
を

市
民

団
体

の
う

ぃ
う

ぃ
の

会
に

事
業

委
託

カ
フ

ェ
の

よ
う

に
落

ち
着

い
た

雰
囲

気
の

中
で

市
民

同
士

が
気

軽
に

出
会

い
、

交
流

す
る

イ
ベ

ン
ト
を

実
施

。
長

久
手

の
歴

史
や

社
会

的
に

孤
立

し
て

い
る

人
た

ち
へ

の
支

援
活

動
に

関
す

る
講

座
等

を
開

催
し

た
。

・
講

座
　

１
０

回
・
ま

ち
セ

ン
カ

フ
ェ

の
運

営
を

市
民

団
体

の
う

ぃ
う

ぃ
の

会
に

事
業

委
託

カ
フ

ェ
の

よ
う

に
落

ち
着

い
た

雰
囲

気
の

中
で

市
民

同
士

が
気

軽
に

出
会

い
、

交
流

す
る

イ
ベ

ン
ト
を

実
施

。
今

年
度

よ
り

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
場

と
し

て
、

交
流

会
を

開
催

す
る

。
・
講

座
　

５
回

／
１

０
回

　
(延

べ
１

０
８

人
参

加
)

・
交

流
会

　
１

回
／

２
回

・
ま

ち
セ

ン
カ

フ
ェ

の
運

営
を

市
民

団
体

の
う

ぃ
う

ぃ
の

会
に

事
業

委
託

基
本
目
標

本
市

の
観

光
資

源
を

活
か

し
、

市
民

が
快

適
に

楽
し

く
暮

ら
し

、
自

ら
が

住
む

地
域

に
誇

り
を

持
ち

、
市

民
と

来
訪

者
が

心
豊

か
に

交
流

す
る

居
心

地
の

良
い

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

基
本
的
方
向

指
標

こ
れ
ま
で
の

取
組
内
容
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